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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プライマリセルとセカンダリセルを用いて、基地局装置と通信を行う端末装置であって
、
　物理下りリンク制御チャネルと、拡張物理下りリンク制御チャネルとをモニタリングす
る下りリンク制御チャネル検出部と、
　複数の物理上りリンク制御チャネルリソースから選択された１つの物理上りリンク制御
チャネルリソースを用いて、ＨＡＲＱ応答情報を示す情報を送信する応答送信部とを備え
、
　前記物理下りリンク制御チャネルで送信される下りリンク制御情報は、少なくとも下り
リンクリソースブロックアサインメントのためのフィールドとＴＰＣコマンドのためのフ
ィールドとを含み、
　前記拡張物理下りリンク制御チャネルで送信される下りリンク制御情報は、前記下りリ
ンクリソースブロックアサインメントのためのフィールドと前記ＴＰＣコマンドのための
フィールドに加えて、前記物理上りリンク制御チャネルリソースを特定するためのフィー
ルドを少なくとも含み、
　前記下りリンク制御チャネル検出部が前記物理下りリンク制御チャネルを検出した場合
、当該物理下りリンク制御チャネルを構成する要素のうち、振られたインデクスが最も小
さい要素のインデクスとセル固有のパラメータとに基いて得られる物理上りリンク制御チ
ャネルリソースを、前記複数の物理上りリンク制御チャネルリソースのうちの１つの物理
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上りリンク制御チャネルリソースとし、
　前記下りリンク制御チャネル検出部が前記拡張物理下りリンク制御チャネルを検出した
場合、当該拡張物理下りリンク制御チャネルを構成する要素のうち、振られたインデクス
が最も小さい要素のインデクスと端末装置固有のパラメータとに基いて得られる物理上り
リンク制御チャネルリソースを、前記複数の物理上りリンク制御チャネルリソースのうち
の１つの物理上りリンク制御チャネルリソースとする、端末装置。
【請求項２】
　前記プライマリセルにおける前記物理下りリンク制御チャネルに関連する物理下りリン
ク共用チャネルに対して、少なくとも、前記物理下りリンク制御チャネルを構成する要素
の最小のインデクスと、セルにおいて共通の値とに基づいて決まる物理上りリンク制御チ
ャネルリソースが前記複数の物理上りリンク制御チャネルリソースに含まれる請求項１に
記載の端末装置。
【請求項３】
　前記プライマリセルにおける前記拡張物理下りリンク制御チャネルに関連する物理下り
リンク共用チャネルに対して、前記物理上りリンク制御チャネルリソースを特定するため
のフィールドにより特定される物理上りリンク制御チャネルリソースが前記複数の物理上
りリンク制御チャネルリソースに含まれる請求項１に記載の端末装置。
【請求項４】
　前記セカンダリセルにおける前記物理下りリンク制御チャネルあるいは前記拡張物理下
りリンク制御チャネルに関連する物理下りリンク共用チャネルに対して、前記ＴＰＣコマ
ンドのためのフィールドにより特定される物理上りリンク制御チャネルリソースが前記複
数の物理上りリンク制御チャネルリソースに含まれる請求項１に記載の端末装置。
【請求項５】
　プライマリセルとセカンダリセルを用いて、端末装置と通信を行う基地局装置であって
、
　物理下りリンク制御チャネルと、拡張物理下りリンク制御チャネルとを送信する物理制
御情報通知部と、
　複数の物理上りリンク制御チャネルリソースから選択された１つの物理上りリンク制御
チャネルリソースを用いて送信される、ＨＡＲＱ応答情報を示す情報を受信する応答情報
受信部とを備え、
　前記物理下りリンク制御チャネルで送信される下りリンク制御情報は、少なくとも下り
リンクリソースブロックアサインメントのためのフィールドとＴＰＣコマンドのためのフ
ィールドとを含み、
　前記拡張物理下りリンク制御チャネルで送信される下りリンク制御情報は、前記下りリ
ンクリソースブロックアサインメントのためのフィールドと前記ＴＰＣコマンドのための
フィールドに加えて、前記物理上りリンク制御チャネルリソースを特定するためのフィー
ルドを少なくとも含み、
　前記物理制御情報通知部が前記物理下りリンク制御チャネルを送信した場合、当該物理
下りリンク制御チャネルを構成する要素のうち、振られたインデクスが最も小さい要素の
インデクスとセル固有のパラメータとに基いて得られる物理上りリンク制御チャネルリソ
ースを、前記複数の物理上りリンク制御チャネルリソースのうちの１つの物理上りリンク
制御チャネルリソースとし、
　前記物理制御情報通知部が前記拡張物理下りリンク制御チャネルを送信した場合、当該
拡張物理下りリンク制御チャネルを構成する要素のうち、振られたインデクスが最も小さ
い要素のインデクスと端末装置固有のパラメータとに基いて得られる物理上りリンク制御
チャネルリソースを、前記複数の物理上りリンク制御チャネルリソースのうちの１つの物
理上りリンク制御チャネルリソースとする、基地局装置。
【請求項６】
　前記プライマリセルにおける前記物理下りリンク制御チャネルに関連する物理下りリン
ク共用チャネルに対して、少なくとも、前記物理下りリンク制御チャネルを構成する要素
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の最小のインデクスと、セルにおいて共通の値とに基づいて決まる物理上りリンク制御チ
ャネルリソースが前記複数の物理上りリンク制御チャネルリソースに含まれる請求項５に
記載の基地局装置。
【請求項７】
　前記プライマリセルにおける前記拡張物理下りリンク制御チャネルに関連する物理下り
リンク共用チャネルに対して、前記物理上りリンク制御チャネルリソースを特定するため
のフィールドにより特定される物理上りリンク制御チャネルリソースが前記複数の物理上
りリンク制御チャネルリソースに含まれる請求項５に記載の基地局装置。
【請求項８】
　前記セカンダリセルにおける前記物理下りリンク制御チャネルあるいは前記拡張物理下
りリンク制御チャネルに関連する物理下りリンク共用チャネルに対して、前記ＴＰＣコマ
ンドのためのフィールドにより特定される物理上りリンク制御チャネルリソースが前記複
数の物理上りリンク制御チャネルリソースに含まれる請求項５に記載の基地局装置。
【請求項９】
　プライマリセルとセカンダリセルを用いて、基地局装置と通信を行う端末装置に用いら
れる集積回路であって、
　物理下りリンク制御チャネルと、拡張物理下りリンク制御チャネルとをモニタリングす
る下りリンク制御チャネル検出部と、
　複数の物理上りリンク制御チャネルリソースから選択された１つの物理上りリンク制御
チャネルリソースを用いて、ＨＡＲＱ応答情報を示す情報を送信する応答送信部とを備え
、
　前記物理下りリンク制御チャネルで送信される下りリンク制御情報は、少なくとも下り
リンクリソースブロックアサインメントのためのフィールドとＴＰＣコマンドのためのフ
ィールドとを含み、
　前記拡張物理下りリンク制御チャネルで送信される下りリンク制御情報は、前記下りリ
ンクリソースブロックアサインメントのためのフィールドと前記ＴＰＣコマンドのための
フィールドに加えて、前記物理上りリンク制御チャネルリソースを特定するためのフィー
ルドを少なくとも含み、
　前記下りリンク制御チャネル検出部が前記物理下りリンク制御チャネルを検出した場合
、当該物理下りリンク制御チャネルを構成する要素のうち、振られたインデクスが最も小
さい要素のインデクスとセル固有のパラメータとに基いて得られる物理上りリンク制御チ
ャネルリソースを、前記複数の物理上りリンク制御チャネルリソースのうちの１つの物理
上りリンク制御チャネルリソースとし、
　前記下りリンク制御チャネル検出部が前記拡張物理下りリンク制御チャネルを検出した
場合、当該拡張物理下りリンク制御チャネルを構成する要素のうち、振られたインデクス
が最も小さい要素のインデクスと端末装置固有のパラメータとに基いて得られる物理上り
リンク制御チャネルリソースを、前記複数の物理上りリンク制御チャネルリソースのうち
の１つの物理上りリンク制御チャネルリソースとする、集積回路。
【請求項１０】
　プライマリセルとセカンダリセルを用いて、端末装置と通信を行う基地局装置に用いら
れる集積回路であって、
　物理下りリンク制御チャネルと、拡張物理下りリンク制御チャネルとを送信する物理制
御情報通知部と、
　複数の物理上りリンク制御チャネルリソースから選択された１つの物理上りリンク制御
チャネルリソースを用いて送信される、ＨＡＲＱ応答情報を示す情報を受信する応答情報
受信部とを備え、
　前記物理下りリンク制御チャネルで送信される下りリンク制御情報は、少なくとも下り
リンクリソースブロックアサインメントのためのフィールドとＴＰＣコマンドのためのフ
ィールドとを含み、
　前記拡張物理下りリンク制御チャネルで送信される下りリンク制御情報は、前記下りリ
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ンクリソースブロックアサインメントのためのフィールドと前記ＴＰＣコマンドのための
フィールドに加えて、前記物理上りリンク制御チャネルリソースを特定するためのフィー
ルドを少なくとも含み、
　前記物理制御情報通知部が前記物理下りリンク制御チャネルを送信した場合、当該物理
下りリンク制御チャネルを構成する要素のうち、振られたインデクスが最も小さい要素の
インデクスとセル固有のパラメータとに基いて得られる物理上りリンク制御チャネルリソ
ースを、前記複数の物理上りリンク制御チャネルリソースのうちの１つの物理上りリンク
制御チャネルリソースとし、
　前記物理制御情報通知部が前記拡張物理下りリンク制御チャネルを送信した場合、当該
拡張物理下りリンク制御チャネルを構成する要素のうち、振られたインデクスが最も小さ
い要素のインデクスと端末装置固有のパラメータとに基いて得られる物理上りリンク制御
チャネルリソースを、前記複数の物理上りリンク制御チャネルリソースのうちの１つの物
理上りリンク制御チャネルリソースとする、集積回路。
【請求項１１】
　プライマリセルとセカンダリセルを用いて、基地局装置と通信を行う端末装置における
通信方法であって、
　物理下りリンク制御チャネルと、拡張物理下りリンク制御チャネルとをモニタリングす
る第１のステップと、
　複数の物理上りリンク制御チャネルリソースから選択された１つの物理上りリンク制御
チャネルリソースを用いて、ＨＡＲＱ応答情報を示す情報を送信する第２のステップとを
備え、
　前記物理下りリンク制御チャネルで送信される下りリンク制御情報は、少なくとも下り
リンクリソースブロックアサインメントのためのフィールドとＴＰＣコマンドのためのフ
ィールドとを含み、
　前記拡張物理下りリンク制御チャネルで送信される下りリンク制御情報は、前記下りリ
ンクリソースブロックアサインメントのためのフィールドと前記ＴＰＣコマンドのための
フィールドに加えて、前記物理上りリンク制御チャネルリソースを特定するためのフィー
ルドを少なくとも含み、
　前記第１のステップにおいて前記物理下りリンク制御チャネルを検出した場合、当該物
理下りリンク制御チャネルを構成する要素のうち、振られたインデクスが最も小さい要素
のインデクスとセル固有のパラメータとに基いて得られる物理上りリンク制御チャネルリ
ソースを、前記複数の物理上りリンク制御チャネルリソースのうちの１つの物理上りリン
ク制御チャネルリソースとし、
　前記第１のステップにおいて前記拡張物理下りリンク制御チャネルを検出した場合、当
該拡張物理下りリンク制御チャネルを構成する要素のうち、振られたインデクスが最も小
さい要素のインデクスと端末装置固有のパラメータとに基いて得られる物理上りリンク制
御チャネルリソースを、前記複数の物理上りリンク制御チャネルリソースのうちの１つの
物理上りリンク制御チャネルリソースとする、通信方法。
【請求項１２】
　前記プライマリセルにおける前記拡張物理下りリンク制御チャネルに関連する物理下り
リンク共用チャネルに対して、前記物理上りリンク制御チャネルリソースを特定するため
のフィールドにより特定される物理上りリンク制御チャネルリソースが前記複数の物理上
りリンク制御チャネルリソースに含まれる請求項１１に記載の通信方法。
【請求項１３】
　プライマリセルとセカンダリセルを用いて、端末装置と通信を行う基地局装置における
通信方法であって、
　物理下りリンク制御チャネルと、拡張物理下りリンク制御チャネルとの何れかを送信す
る第１のステップと、
　複数の物理上りリンク制御チャネルリソースから選択された１つの物理上りリンク制御
チャネルリソースを用いて送信される、ＨＡＲＱ応答情報を示す情報を受信する第２のス
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テップとを備え、
　前記物理下りリンク制御チャネルで送信される下りリンク制御情報は、少なくとも下り
リンクリソースブロックアサインメントのためのフィールドとＴＰＣコマンドのためのフ
ィールドとを含み、
　前記拡張物理下りリンク制御チャネルで送信される下りリンク制御情報は、前記下りリ
ンクリソースブロックアサインメントのためのフィールドと前記ＴＰＣコマンドのための
フィールドに加えて、前記物理上りリンク制御チャネルリソースを特定するためのフィー
ルドを少なくとも含み、
　前記第１のステップにおいて前記物理下りリンク制御チャネルを送信した場合、当該物
理下りリンク制御チャネルを構成する要素のうち、振られたインデクスが最も小さい要素
のインデクスとセル固有のパラメータとに基いて得られる物理上りリンク制御チャネルリ
ソースを、前記複数の物理上りリンク制御チャネルリソースのうちの１つの物理上りリン
ク制御チャネルリソースとし、
　前記第１のステップにおいて前記拡張物理下りリンク制御チャネルを送信した場合、当
該拡張物理下りリンク制御チャネルを構成する要素のうち、振られたインデクスが最も小
さい要素のインデクスと端末装置固有のパラメータとに基いて得られる物理上りリンク制
御チャネルリソースを、前記複数の物理上りリンク制御チャネルリソースのうちの１つの
物理上りリンク制御チャネルリソースとする、通信方法。
【請求項１４】
　前記プライマリセルにおける前記拡張物理下りリンク制御チャネルに関連する物理下り
リンク共用チャネルに対して、前記物理上りリンク制御チャネルリソースを特定するため
のフィールドにより特定される物理上りリンク制御チャネルリソースが前記複数の物理上
りリンク制御チャネルリソースに含まれる請求項１３に記載の通信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、端末装置、基地局装置、集積回路および通信方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　３ＧＰＰ（Ｔｈｉｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅ
ｃｔ）によるＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）、ＬＴＥ－Ａ（ＬＴＥ
－Ａｄｖａｎｃｅｄ）やＩＥＥＥ（Ｔｈｅ　Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　Ｅｌｅｃｔｒｉ
ｃａｌ　ａｎｄ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ）によるＷｉｒｅｌｅｓ
ｓ　ＬＡＮ、ＷｉＭＡＸ（Ｗｏｒｌｄｗｉｄｅ　Ｉｎｔｅｒｏｐｅｒａｂｉｌｉｔｙ　ｆ
ｏｒ　Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ　Ａｃｃｅｓｓ）のような無線通信システムでは、基地局（基
地局装置、下りリンク送信装置、上りリンク受信装置、ｅＮｏｄｅＢ）および端末（端末
装置、移動局装置、下りリンク受信装置、上りリンク送信装置、ＵＥ）は、複数の送受信
アンテナをそれぞれ備え、ＭＩＭＯ（Ｍｕｌｔｉ　Ｉｎｐｕｔ　Ｍｕｌｔｉ　Ｏｕｔｐｕ
ｔ）技術を用いることにより、データ信号を空間多重し、高速なデータ通信を実現する。
また、特に、ＬＴＥおよびＬＴＥ－Ａでは、下りリンクでＯＦＤＭ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａ
ｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）方式を用いて
高い周波数利用効率を実現するとともに、上りリンクでＳＣ－ＦＤＭＡ（Ｓｉｎｇｌｅ　
Ｃａｒｒｉｅｒ－Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅ
ｓｓ）方式を用いてピーク電力を抑制している。さらに、自動再送要求ＡＲＱ（Ａｕｔｏ
ｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　ｒｅＱｕｅｓｔ）と誤り訂正符号とを組み合わせたＨＡＲＱ
（Ｈｙｂｒｉｄ　ＡＲＱ）が採用されている。
【０００３】
　図２９は、ＨＡＲＱを行うＬＴＥの通信システム構成を示す図である。図２９では、基
地局２９０１は端末２９０２に、物理下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：Ｐｙｓｉｃ
ａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＣＨａｎｎｅｌ）２９０３を介して、下りリ
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ンク送信データ２９０４に関する制御情報の通知を行う。端末２９０２は、まず制御情報
の検出を行い、検出された場合に、検出された制御情報を用いて下りリンク送信データ２
９０４を抽出する。制御情報を検出した端末２９０２は、物理上りリンク制御チャネル（
ＰＵＣＣＨ：Ｐｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＣＨａｎｎｅｌ）２９０
５を介して、下りリンク送信データ２９０４抽出の成否を示すＨＡＲＱ応答情報を基地局
２９０１に報告する。このとき、端末２９０２が利用可能なＰＵＣＣＨ２９０５のリソー
ス（ＰＵＣＣＨリソース）は、制御情報が割り当てられていたＰＤＣＣＨ２９０３のリソ
ースから黙示的／暗示的に一意に決まるようになっている。これにより、端末２９０２が
ＨＡＲＱ応答情報を報告するに際して、動的に割り当てられたＰＵＣＣＨリソースを用い
ることができる。また、端末間でＰＵＣＣＨリソースが重複しないようにすることができ
る（非特許文献１、非特許文献２）。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅ
ｃｔ；　Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｇｒｏｕｐ　Ｒａｄｉｏ　
Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ；　Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓ
ｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　（Ｅ－ＵＴＲＡ）；　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｈ
ａｎｎｅｌｓ　ａｎｄ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　（Ｒｅｌｅａｓｅ　１０）、２０１１年
６月、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１１　Ｖ１０．２．０　（２０１１－０６）。
【非特許文献２】３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅ
ｃｔ；　Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｇｒｏｕｐ　Ｒａｄｉｏ　
Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ；　Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓ
ｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　（Ｅ－ＵＴＲＡ）；　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｌａ
ｙｅｒ　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅｓ　（Ｒｅｌｅａｓｅ　１０）、２０１０年６月、３ＧＰＰ
　ＴＳ　３６．２１３　Ｖ１０．２．０　（２０１１－０６）。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、ＨＡＲＱを行うことができる無線通信システムにおいて、１つの基地局
が収容できる端末の数を増加するために、物理下りリンク制御チャネルだけでなく、拡張
された物理下りリンク制御チャネルを用いることが考えられる。そのため、従来の物理上
りリンク制御チャネルリソースの指定方法では、基地局が拡張された物理下りリンク制御
チャネルで制御情報を送信する場合に物理上りリンク制御チャネルリソースの指定が基地
局と端末間で行われることができず、伝送効率の向上が妨げられる要因となる。
【０００６】
　本発明は、上記問題を鑑みてなされたものであり、その目的は、基地局と端末が通信す
る無線通信システムにおいて、基地局が端末に対する制御情報を、物理下りリンク制御チ
ャネルだけでなく、拡張された物理下りリンク制御チャネルを介して通知する場合におい
ても、効率的に物理上りリンク制御チャネルリソースの指定を行うことができる端末装置
、基地局装置、集積回路および通信方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　（１）この発明は上述した課題を解決するためになされたもので、本発明の一態様によ
る端末は、基地局と通信を行う端末であって、物理下りリンク制御チャネル領域に配置さ
れた物理下りリンク制御チャネルと、前記物理下りリンク制御チャネル領域とは異なる物
理下りリンク共用チャネル領域に配置された拡張物理下りリンク制御チャネルとをモニタ
リングする下りリンク制御チャネル検出部と、前記下りリンク制御チャネル検出部が、第
１のセルにおける物理下りリンク共用チャネルに関連する前記物理下りリンク制御チャネ
ルあるいは前記拡張物理下りリンク制御チャネルと、第２のセルにおける物理下りリンク
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共用チャネルに関連する前記拡張物理下りリンク制御チャネルとを検出した場合、前記第
１のセルにおける物理下りリンク共用チャネルにおける送信データと、前記第２のセルに
おける物理下りリンク共用チャネルにおける送信データとを抽出するデータ抽出部と、前
記抽出された送信データの各々に対する応答情報を生成する応答情報生成部と、前記応答
情報に基づいて、前記第１のセルにおける物理下りリンク共用チャネルに対して設定され
た物理上りリンク制御チャネルリソースと、前記第２のセルにおける物理下りリンク共用
チャネルに対して設定された物理上りリンク制御チャネルリソースとのうち、１つの物理
上りリンク制御チャネルリソースを選択するチャネル選択部と、前記応答情報に基づいて
、物理上りリンク制御チャネルを生成する上りリンク制御チャネル生成部と、前記チャネ
ル選択部において選択された物理上りリンク制御チャネルリソースを用いて、前記上りリ
ンク制御チャネル生成部において生成された物理上りリンク制御チャネルを送信する応答
送信部と、を有することを特徴とする。
【０００８】
　（２）また、本発明の一態様による端末は上記の端末であって、前記チャネル選択部は
、前記第１のセルにおける物理下りリンク共用チャネルに対して設定された物理上りリン
ク制御チャネルリソースとして、前記第１のセルにおける物理下りリンク共用チャネルに
関連する前記拡張物理下りリンク制御チャネルが検出された拡張物理下りリンク制御チャ
ネルリソースの番号に応じて決められる物理上りリンク制御チャネルリソースを用いるこ
とを特徴とする。
【０００９】
　（３）また、本発明の一態様による端末は上記の端末であって、前記チャネル選択部は
、前記第２のセルにおける物理下りリンク共用チャネルに対して設定された物理上りリン
ク制御チャネルリソースとして、前記第２のセルにおける物理下りリンク共用チャネルに
関連する前記拡張物理下りリンク制御チャネルが検出された拡張物理下りリンク制御チャ
ネルリソースの番号に応じて決められる物理上りリンク制御チャネルリソースを用いるこ
とを特徴とする。
【００１０】
　（４）また、本発明の一態様による端末は上記の端末であって、前記チャネル選択部は
、前記第１のセルにおける物理下りリンク共用チャネルに対して設定された物理上りリン
ク制御チャネルリソースとして、前記基地局によるＲＲＣシグナリングを用いて設定され
た物理上りリンク制御チャネルリソースを用いることを特徴とする。
【００１１】
　（５）また、本発明の一態様による端末は上記の端末であって、前記チャネル選択部は
、前記第２のセルにおける物理下りリンク共用チャネルに対して設定された物理上りリン
ク制御チャネルリソースとして、前記基地局によるＲＲＣシグナリングを用いて設定され
た物理上りリンク制御チャネルリソースを用いることを特徴とする。
【００１２】
　（６）また、本発明の一態様による端末は上記の端末であって、前記チャネル選択部は
、前記第１のセルにおける物理下りリンク共用チャネルに対して設定された物理上りリン
ク制御チャネルリソースとして、前記基地局によるＲＲＣシグナリングを用いて設定され
た物理上りリンク制御チャネルリソース候補のうち、前記第１のセルにおける物理下りリ
ンク共用チャネルに関連する前記拡張物理下りリンク制御チャネルにより指定された物理
上りリンク制御チャネルリソースを用いることを特徴とする。
【００１３】
　（７）また、本発明の一態様による端末は上記の端末であって、前記チャネル選択部は
、前記第２のセルにおける物理下りリンク共用チャネルに対して設定された物理上りリン
ク制御チャネルリソースとして、前記基地局によるＲＲＣシグナリングを用いて設定され
た物理上りリンク制御チャネルリソース候補のうち、前記第２のセルにおける物理下りリ
ンク共用チャネルに関連する前記拡張物理下りリンク制御チャネルにより指定された物理
上りリンク制御チャネルリソースを用いることを特徴とする。
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【００１４】
　（８）また、本発明の一態様による基地局は、端末と通信を行う基地局であって、物理
下りリンク制御チャネルに配置された第１のセルにおける物理下りリンク共用チャネルに
関連する物理下りリンク制御チャネルあるいは物理下りリンク共用チャネル領域に配置さ
れた第１のセルにおける物理下りリンク共用チャネルに関連する拡張物理下りリンク制御
チャネルと、物理下りリンク共用チャネル領域に配置された第２のセルにおける物理下り
リンク共用チャネルに関連する拡張物理下りリンク制御チャネルとを前記端末に通知する
物理制御情報通知部と、前記第１のセルにおける物理下りリンク共用チャネルに対して設
定された物理上りリンク制御チャネルリソースと、前記第２のセルにおける物理下りリン
ク共用チャネルに対して設定された物理上りリンク制御チャネルリソースとをモニタリン
グして、前記第１のセルにおける物理下りリンク共用チャネルにおける送信データに対す
る応答情報と前記第２のセルにおける物理下りリンク共用チャネルにおける送信データに
対する応答情報とを抽出する応答情報受信部と、を有することを特徴とする。
【００１５】
　（９）また、本発明の一態様による基地局は上記の基地局であって、前記応答情報受信
部は、前記第１のセルにおける物理下りリンク共用チャネルに対して設定された物理上り
リンク制御チャネルリソースとして、前記第１のセルにおける物理下りリンク共用チャネ
ルに関連する前記拡張物理下りリンク制御チャネルが配置された拡張物理下りリンク制御
チャネルリソースの番号に応じて決められる物理上りリンク制御チャネルリソースをモニ
タリングすることを特徴とする。
【００１６】
　（１０）また、本発明の一態様による基地局は上記の基地局であって、前記応答情報受
信部は、前記第２のセルにおける物理下りリンク共用チャネルに対して設定された物理上
りリンク制御チャネルリソースとして、前記第１のセルにおける物理下りリンク共用チャ
ネルに関連する前記拡張物理下りリンク制御チャネルが配置された拡張物理下りリンク制
御チャネルリソースの番号に応じて決められる物理上りリンク制御チャネルリソースをモ
ニタリングすることを特徴とする。
【００１７】
　（１１）また、本発明の一態様による基地局は上記の基地局であって、前記応答情報受
信部は、前記第１のセルにおける物理下りリンク共用チャネルに対して設定された物理上
りリンク制御チャネルリソースとして、前記端末に対するＲＲＣシグナリングを用いて設
定した物理上りリンク制御チャネルリソースをモニタリングすることを特徴とする。
【００１８】
　（１２）また、本発明の一態様による基地局は上記の基地局であって、前記応答情報受
信部は、前記第２のセルにおける物理下りリンク共用チャネルに対して設定された物理上
りリンク制御チャネルリソースとして、前記端末に対するＲＲＣシグナリングを用いて設
定した物理上りリンク制御チャネルリソースをモニタリングすることを特徴とする。
【００１９】
　（１３）また、本発明の一態様による基地局は上記の基地局であって、前記応答情報受
信部は、前記第１のセルにおける物理下りリンク共用チャネルに対して設定された物理上
りリンク制御チャネルリソースとして、前記端末に対するＲＲＣシグナリングを用いて設
定した物理上りリンク制御チャネルリソース候補のうち、前記第１のセルにおける物理下
りリンク共用チャネルに関連する前記拡張物理下りリンク制御チャネルを用いて指定した
物理上りリンク制御チャネルリソースをモニタリングすることを特徴とする。
【００２０】
　（１４）また、本発明の一態様による基地局は上記の基地局であって、前記応答情報受
信部は、前記第２のセルにおける物理下りリンク共用チャネルに対して設定された物理上
りリンク制御チャネルリソースとして、前記端末に対するＲＲＣシグナリングを用いて設
定した物理上りリンク制御チャネルリソース候補のうち、前記第１のセルにおける物理下
りリンク共用チャネルに関連する前記拡張物理下りリンク制御チャネルを用いて指定した
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物理上りリンク制御チャネルリソースをモニタリングすることを特徴とする。
【００２１】
　（１５）また、本発明の一態様による通信システムは、基地局と端末との間で通信を行
う通信システムであって、前記端末は、物理下りリンク制御チャネル領域に配置された物
理下りリンク制御チャネルと、前記物理下りリンク制御チャネル領域とは異なる物理下り
リンク共用チャネル領域に配置された拡張物理下りリンク制御チャネルとをモニタリング
する下りリンク制御チャネル検出部と、前記下りリンク制御チャネル検出部が、第１のセ
ルにおける物理下りリンク共用チャネルに関連する前記物理下りリンク制御チャネルある
いは前記拡張物理下りリンク制御チャネルと、第２のセルにおける物理下りリンク共用チ
ャネルに関連する前記拡張物理下りリンク制御チャネルとを検出した場合、前記第１のセ
ルにおける物理下りリンク共用チャネルにおける送信データと、前記第２のセルにおける
物理下りリンク共用チャネルにおける送信データとを抽出するデータ抽出部と、前記抽出
された送信データの各々に対する応答情報を生成する応答情報生成部と、前記応答情報に
基づいて、前記第１のセルにおける物理下りリンク共用チャネルに対して設定された物理
上りリンク制御チャネルリソースと、前記第２のセルにおける物理下りリンク共用チャネ
ルに対して設定された物理上りリンク制御チャネルリソースとのうち、１つの物理上りリ
ンク制御チャネルリソースを選択するチャネル選択部と、前記応答情報に基づいて、物理
上りリンク制御チャネルを生成する上りリンク制御チャネル生成部と、前記チャネル選択
部において選択された物理上りリンク制御チャネルリソースを用いて、前記上りリンク制
御チャネル生成部において生成された物理上りリンク制御チャネルを送信する応答送信部
と、を有し、前記基地局は、前記第１のセルにおける物理下りリンク共用チャネルに関連
する前記物理下りリンク制御チャネルあるいは前記拡張物理下りリンク制御チャネルと、
前記第２のセルにおける物理下りリンク共用チャネルに関連する前記拡張物理下りリンク
制御チャネルとを前記端末に通知する物理制御情報通知部と、前記第１のセルにおける物
理下りリンク共用チャネルに対して設定された物理上りリンク制御チャネルリソースと、
前記第２のセルにおける物理下りリンク共用チャネルに対して設定された物理上りリンク
制御チャネルリソースとをモニタリングして、前記第１のセルにおける物理下りリンク共
用チャネルにおける送信データに対する応答情報と前記第２のセルにおける物理下りリン
ク共用チャネルにおける送信データに対する応答情報とを抽出する応答情報受信部と、を
有することを特徴とする。
【００２２】
　（１６）また、本発明の一態様による通信方法は、基地局と通信を行う端末における通
信方法であって、物理下りリンク制御チャネル領域に配置された物理下りリンク制御チャ
ネルと、前記物理下りリンク制御チャネル領域とは異なる物理下りリンク共用チャネル領
域に配置された拡張物理下りリンク制御チャネルとをモニタリングするステップと、第１
のセルにおける物理下りリンク共用チャネルに関連する前記物理下りリンク制御チャネル
あるいは前記拡張物理下りリンク制御チャネルと、第２のセルにおける物理下りリンク共
用チャネルに関連する前記拡張物理下りリンク制御チャネルとを検出した場合、前記第１
のセルにおける物理下りリンク共用チャネルにおける送信データと、前記第２のセルにお
ける物理下りリンク共用チャネルにおける送信データとを抽出するステップと、前記抽出
された送信データの各々に対する応答情報を生成するステップと、前記応答情報に基づい
て、前記第１のセルにおける物理下りリンク共用チャネルに対して設定された物理上りリ
ンク制御チャネルリソースと、前記第２のセルにおける物理下りリンク共用チャネルに対
して設定された物理上りリンク制御チャネルリソースとのうち、１つの物理上りリンク制
御チャネルリソースを選択するステップと、前記応答情報に基づいて、物理上りリンク制
御チャネルを生成するステップと、前記選択された物理上りリンク制御チャネルリソース
を用いて、前記生成された物理上りリンク制御チャネルを送信するステップと、を有する
ことを特徴とする。
【００２３】
　（１７）また、本発明の一態様による通信方法は、端末と通信を行う基地局における通
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信方法であって、物理下りリンク制御チャネルに配置された第１のセルにおける物理下り
リンク共用チャネルに関連する物理下りリンク制御チャネルあるいは物理下りリンク共用
チャネル領域に配置された第１のセルにおける物理下りリンク共用チャネルに関連する拡
張物理下りリンク制御チャネルと、物理下りリンク共用チャネル領域に配置された第２の
セルにおける物理下りリンク共用チャネルに関連する拡張物理下りリンク制御チャネルと
を前記端末に通知するステップと、前記第１のセルにおける物理下りリンク共用チャネル
に対して設定された物理上りリンク制御チャネルリソースと、前記第２のセルにおける物
理下りリンク共用チャネルに対して設定された物理上りリンク制御チャネルリソースとを
モニタリングして、前記第１のセルにおける物理下りリンク共用チャネルにおける送信デ
ータに対する応答情報と前記第２のセルにおける物理下りリンク共用チャネルにおける送
信データに対する応答情報とを抽出するステップと、を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００２４】
　この発明によれば、基地局と端末が通信する無線通信システムにおいて、基地局が端末
に対する制御情報を、物理下りリンク制御チャネルだけでなく、拡張された物理下りリン
ク制御チャネルを介して通知する場合においても、効率的に物理上りリンク制御チャネル
リソースの指定することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る通信システム構成例を示す図である。
【図２】同実施形態に係る下りリンクの無線フレーム構成の一例を示す図である。
【図３】同実施形態に係る上りリンクの無線フレーム構成の一例を示す図である。
【図４】同実施形態に係る基地局のブロック構成の一例を示す概略図である。
【図５】同実施形態に係る端末のブロック構成の一例を示す概略図である。
【図６】同実施形態に係るＰＵＣＣＨが割り当てられる上りリンク制御チャネル領域にお
ける物理上りリソースブロック構成を示す図である。
【図７】同実施形態に係る上りリンク制御チャネル論理リソースを示す対応表である。
【図８】同実施形態に係るＰＤＣＣＨ領域、およびＰＤＳＣＨ領域における物理リソース
ブロックＰＲＢと仮想リソースブロックＶＲＢとを示す図である。
【図９】同実施形態に係るＥ－ＰＤＣＣＨ領域およびＰＤＳＣＨ領域におけるＰＲＢとＶ
ＲＢとのマッピングの一例を示す図である。
【図１０】同実施形態に係るＥ－ＰＤＣＣＨ領域およびＰＤＳＣＨ領域におけるＰＲＢと
ＶＲＢとのマッピングの他の一例を示す図である。
【図１１】同実施形態に係るＥ－ＰＤＣＣＨ領域内のＶＲＢの番号付けの一例を示す図で
ある。
【図１２】同実施形態に係るＰＤＣＣＨの構成とＰＵＣＣＨリソースの割り当てを示す図
である。
【図１３】同実施形態に係るＥ－ＰＤＣＣＨの構成とＰＵＣＣＨリソースの割り当てを示
す図である。
【図１４】同実施形態に係るＥ－ＰＤＣＣＨの構成とＰＵＣＣＨリソースの割り当てを示
す図である。
【図１５】同実施形態に係るＥ－ＰＤＣＣＨの構成とＰＵＣＣＨリソースの割り当てを示
す図である。
【図１６】同実施形態に係る応答情報とＰＵＣＣＨリソースの関係を示す表を示す図であ
る。
【図１７】同実施形態に係る応答情報とＰＵＣＣＨリソースの関係を示す表を示す図であ
る。
【図１８】同実施形態に係るＨＡＲＱ応答情報の報告の手順の一例を示すシーケンス図で
ある。
【図１９】同実施形態に係るＨＡＲＱ応答情報の報告の手順の一例を示すシーケンス図で
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ある。
【図２０】同実施形態に係るＰＵＣＣＨリソース候補の設定の例を示す図である。
【図２１】本発明の第２の実施形態に係るＥ－ＰＤＣＣＨの構成とＰＵＣＣＨリソースの
割り当てを示す図である。
【図２２】同実施形態に係るＥ－ＰＤＣＣＨの構成とＰＵＣＣＨリソースの割り当てを示
す図である。
【図２３】同実施形態に係るＨＡＲＱ応答情報の報告の手順の一例を示すシーケンス図で
ある。
【図２４】同実施形態に係るＨＡＲＱ応答情報の報告の手順の一例を示すシーケンス図で
ある。
【図２５】本発明の第３の実施形態に係るＥ－ＰＤＣＣＨの構成とＰＵＣＣＨリソースの
割り当てを示す図である。
【図２６】同実施形態に係るＥ－ＰＤＣＣＨの構成とＰＵＣＣＨリソースの割り当てを示
す図である。
【図２７】同実施形態に係るＨＡＲＱ応答情報の報告の手順の一例を示すシーケンス図で
ある。
【図２８】同実施形態に係るＨＡＲＱ応答情報の報告の手順の一例を示すシーケンス図で
ある。
【図２９】通信システム構成例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　（第１の実施形態）
　以下、本発明の第１の実施形態について説明する。本第１の実施形態における通信シス
テムは、基地局（基地局装置、下りリンク送信装置、上りリンク受信装置、ｅＮｏｄｅＢ
）および端末（端末装置、移動局装置、下りリンク受信装置、上りリンク送信装置、ＵＥ
）を備える。
【００２７】
　図１は、第１の実施形態に係る通信システム構成例を示す図である。図１では、基地局
１０１は端末１０２に、動的なシグナリングに用いられる制御チャネルであるＰＤＣＣＨ
および／または拡張された物理下りリンク制御チャネル（Ｅ－ＰＤＣＣＨ：Ｅｎｈａｎｃ
ｅｄ－ＰＤＣＣＨ）１０３－１とＥ－ＰＤＣＣＨ１０３－２とを介して、それぞれ下りリ
ンク送信データ１０４－１および１０４－２に関する制御情報の通知を行う。ここで、下
りリンク送信データ１０４－１および１０４－２は、互いに異なる下りリンクコンポーネ
ントキャリアを持つ収容セル（プライマリセル（ＰＣｅｌｌ）とセカンダリセル（ＳＣｅ
ｌｌ））における物理下りリンク共用チャネル（ＰＤＳＣＨ；Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗ
ｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　ＣＨａｎｎｅｌ）に配置される。なお、下りリンク送信デー
タ１０４－１がＰＣｅｌｌのＰＤＳＣＨに配置され、下りリンク送信データ１０４－２が
ＳＣｅｌｌのＰＤＳＣＨに配置されてもよいし、下りリンク送信データ１０４－１がＳＣ
ｅｌｌのＰＤＳＣＨに配置され、下りリンク送信データ１０４－２がＰＣｅｌｌのＰＤＳ
ＣＨに配置されてもよい。端末１０２は、まず制御情報の検出を行い、検出された場合に
、検出された制御情報を用いて下りリンク送信データ１０４－１あるいは１０４－１を抽
出する。制御情報を検出した端末１０２は、下りリンク送信データ１０４－１用のＰＵＣ
ＣＨリソースと下りリンク送信データ１０４－２用のＰＵＣＣＨリソースとのいずれかを
介して、下りリンク送信データ１０４－１抽出の成否を示すＨＡＲＱ応答情報（「Ａｃｋ
／Ｎａｃｋ」とも称す）と下りリンク送信データ１０４－１抽出の成否を示すＨＡＲＱ応
答情報とを基地局１０１に報告する。
【００２８】
　このとき、端末１０２がＰＤＣＣＨ１０３－１において制御情報を検出した場合、下り
リンク送信データ１０４－１用のＰＵＣＣＨリソースとして端末１０２が利用可能な物理
上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）１０５のリソースは、制御情報が割り当てられて
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いたＰＤＣＣＨのリソースから黙示的／暗示的に一意に決まるようになっている。また、
端末１０２がＥ－ＰＤＣＣＨ１０３－１あるいは１０３－２において制御情報を検出した
場合、下りリンク送信データ１０４－１あるいは１０４－２用のＰＵＣＣＨリソースとし
て端末１０２が利用可能なＰＵＣＣＨ１０５のリソースは、制御情報が割り当てられてい
たＥ－ＰＤＣＣＨ１０３のリソースから黙示的／暗示的に一意に決まるようになっている
。あるいは、端末１０２がＥ－ＰＤＣＣＨ１０３－１あるいは１０３－２において制御情
報を検出した場合、下りリンク送信データ１０４－１あるいは１０４－２用のＰＵＣＣＨ
リソースとして端末１０２が利用可能なＰＵＣＣＨ１０５のリソースは、予め基地局１０
１から明示的に指定（設定・通知）されている。なお、端末１０２は、下りリンク送信デ
ータ１０４－１用のＰＵＣＣＨリソースと下りリンク送信データ１０４－２用のＰＵＣＣ
Ｈリソースとのいずれを用いるかを選択する。この動作をチャネル選択と称す。チャネル
選択の詳細に関しては後述する。
【００２９】
　図２は、本実施形態に係る下りリンクの無線フレーム構成の一例を示す図である。下り
リンクはＯＦＤＭアクセス方式が用いられる。下りリンクでは、ＰＤＣＣＨ、ＰＤＳＣＨ
などが割り当てられる。下りリンクの無線フレームは、下りリンクのリソースブロック（
ＲＢ；Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ）ペアから構成されている。この下りリンクのＲＢ
ペアは、下りリンクの無線リソースの割り当てなどの単位であり、予め決められた幅の周
波数帯（ＲＢ帯域幅）及び時間帯（２個のスロット＝１個のサブフレーム）からなる。１
個の下りリンクのＲＢペアは、時間領域で連続する２個の下りリンクのＲＢ（ＲＢ帯域幅
×スロット）から構成される。１個の下りリンクのＲＢは、周波数領域において１２個の
サブキャリアから構成され、時間領域において７個のＯＦＤＭシンボルから構成される。
周波数領域において１つのサブキャリア、時間領域において１つのＯＦＤＭシンボルによ
り規定される領域をリソースエレメント（ＲＥ；Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｅｌｅｍｅｎｔ）と
称する。物理下りリンク制御チャネルは、端末装置識別子、物理下りリンク共用チャネル
のスケジューリング情報、物理上りリンク共用チャネルのスケジューリング情報、変調方
式、符号化率、再送パラメータなどの下りリンク制御情報が送信される物理チャネルであ
る。なお、ここでは一つのコンポーネントキャリア（ＣＣ；Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒ
ｒｉｅｒ）における下りリンクサブフレームを記載しているが、ＣＣ毎に下りリンクサブ
フレームが規定され、下りリンクサブフレームはＣＣ間でほぼ同期している。
【００３０】
　図３は、本実施形態に係る上りリンクの無線フレーム構成の一例を示す図である。上り
リンクはＳＣ－ＦＤＭＡ方式が用いられる。上りリンクでは、物理上りリンク共用チャネ
ル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ；ＰＵＳＣＨ）、
ＰＵＣＣＨなどが割り当てられる。また、ＰＵＳＣＨやＰＵＣＣＨの一部に、上りリンク
参照信号が割り当てられる。上りリンクの無線フレームは、上りリンクのＲＢペアから構
成されている。この上りリンクのＲＢペアは、上りリンクの無線リソースの割り当てなど
の単位であり、予め決められた幅の周波数帯（ＲＢ帯域幅）及び時間帯（２個のスロット
＝１個のサブフレーム）からなる。１個の上りリンクのＲＢペアは、時間領域で連続する
２個の上りリンクのＲＢ（ＲＢ帯域幅×スロット）から構成される。１個の上りリンクの
ＲＢは、周波数領域において１２個のサブキャリアから構成され、時間領域において７個
のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルから構成される。なお、ここでは一つのＣＣにおける上りリン
クサブフレームを記載しているが、ＣＣ毎に上りリンクサブフレームが規定される。
【００３１】
　ここで、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）について説明する。キャリアアグリゲーシ
ョンとは、複数の異なる周波数帯域（コンポーネントキャリア）を集約（アグリゲーショ
ン）して一つの周波数帯域のように扱う技術である。例えば、キャリアアグリゲーション
によって周波数帯域幅が２０ＭＨｚのコンポーネントキャリアを５つ集約した場合、端末
装置は１００ＭＨｚの周波数帯域幅とみなしてアクセスすることが可能となる。なお、集
約するコンポーネントキャリアは連続した周波数であっても、全てまたは一部が不連続と
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なる周波数であってもよい。例えば、使用可能な周波数が８００ＭＨｚ帯域、２。４ＧＨ
ｚ帯域、３。４ＧＨｚ帯域である場合、ある一つのコンポーネントキャリアが８００ＭＨ
ｚ帯域、別のコンポーネントキャリアが２ＧＨｚ帯域、さらに別のコンポーネントキャリ
アが３。４ＧＨｚ帯域で送信されていてもよい。
【００３２】
　また、同一周波数帯、例えば２。４ＧＨｚ帯内の連続または不連続のコンポーネントキ
ャリアを集約することも可能である。各コンポーネントキャリアの周波数帯域幅は２０Ｍ
Ｈｚより狭い周波数帯域幅であっても良く、各々周波数帯域幅が異なっていても良い。基
地局装置は、滞留しているデータバッファ量や端末装置の受信品質の報告、セル内の負荷
やＱｏＳなどの種々の要因に基づいて、端末装置に割り当てる上りリンクまたは下りリン
クのコンポーネントキャリアの数を増減することができる。なお、基地局装置が割り当て
る上りリンクコンポーネントキャリアの数は、下りリンクコンポーネントキャリアの数と
同じか少ないことが望ましい。基地局装置は、１つの下りリンクのコンポーネントキャリ
アと１つの上りリンクのコンポーネントキャリアを組み合わせて１つのセルを構成する。
【００３３】
　上りリンクと下りリンクの周波数の対応関係は、報知情報に周波数情報として明示的に
指示されるか、または明示的に指示されない場合に運用周波数毎に一意に決められる上り
リンクと下りリンクの規定の周波数差の情報を用いるなどして暗黙的に指示される。これ
らの方法に限らず、セル毎に上りリンクと下りリンクの周波数の対応関係を示すことが可
能であれば、これ以外の方法を用いて指示されても良い。
【００３４】
　図４は、本実施形態に係る基地局１０１のブロック構成の一例を示す概略図である。基
地局１０１は、コードワード生成部４０１、下りリンクサブフレーム生成部４０２、ＯＦ
ＤＭ信号送信部（物理制御情報通知部）４０４、送信アンテナ（基地局送信アンテナ）４
０５、受信アンテナ（基地局受信アンテナ）４０６、ＳＣ－ＦＤＭＡ信号受信部（応答情
報受信部）４０７、上りリンクサブフレーム処理部４０８、上位層（上位層制御情報通知
部）４１０を有する。下りリンクサブフレーム生成部４０２は、物理下りリンク制御チャ
ネル生成部４０３を有する。また、上りリンクサブフレーム処理部４０８は、物理上りリ
ンク制御チャネル抽出部４０９を有する。
【００３５】
　図５は、本実施形態に係る端末１０２のブロック構成の一例を示す概略図である。端末
１０２は、受信アンテナ（端末受信アンテナ）５０１、ＯＦＤＭ信号受信部（下りリンク
受信部）５０２、下りリンクサブフレーム処理部５０３、コードワード抽出部（データ抽
出部）５０５、上位層（上位層制御情報取得部）５０６、応答情報生成部５０７、上りリ
ンクサブフレーム生成部（チャネル選択部）５０８、ＳＣ－ＦＤＭＡ信号送信部（応答送
信部）５１０、送信アンテナ（端末送信アンテナ）５１１を有する。下りリンクサブフレ
ーム処理部５０３は、物理下りリンク制御チャネル抽出部（下りリンク制御チャネル検出
部）５０４を有する。また、上りリンクサブフレーム生成部５０８は、物理上りリンク制
御チャネル生成部（上りリンク制御チャネル生成部）５０９を有する。
【００３６】
　まず、図４および図５を用いて、下りリンクデータの送受信の流れについて説明する。
基地局１０１では、上位層４１０から送られてくる送信データ（トランスポートブロック
（ＴＢ：Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｂｌｏｃｋ）とも称す）は、コードワード生成部４０１に
おいて、誤り訂正符号化、レートマッチング処理などの処理が施され、コードワードが生
成される。１つのセルにおける１つのサブフレームにおいて、最大２つのコードワードが
同時に送信される。下りリンクサブフレーム生成部４０２では、上位層４１０の指示によ
り、下りリンクサブフレームが生成される。まず、コードワード生成部４０１において生
成されたコードワードは、ＰＳＫ（Ｐｈａｓｅ　Ｓｈｉｆｔ　Ｋｅｙｉｎｇ）変調やＱＡ
Ｍ（Ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ　Ａｍｐｌｉｔｕｄｅ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）変調などの変
調処理により、変調シンボル系列に変換される。また、変調シンボル系列は、一部のＲＢ
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内のＲＥにマッピングされ、プレコーディング処理によりアンテナポート毎の下りリンク
サブフレームが生成される。なお、下りリンクにおけるＲＥは、各ＯＦＤＭシンボル上の
各サブキャリアに対応して規定される。このとき、上位層４１０から送られてくる送信デ
ータ系列は、準静的なシグナリングであるＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏ
ｎｔｒｏｌ）シグナリング用の制御情報（上位層制御情報）を含む。また、物理下りリン
ク制御チャネル生成部４０３では、物理下りリンク制御チャネルが生成される。ここで、
物理下りリンク制御チャネルに含まれる制御情報（下りリンク制御情報、下りリンクグラ
ント）は、下りリンクにおける変調方式などを示すＭＣＳ（Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ａｎ
ｄ　Ｃｏｄｉｎｇ　Ｓｃｈｅｍｅ）、データ送信に用いるＲＢを示す下りリンクリソース
割り当て、ＨＡＲＱの制御に用いるＨＡＲＱの制御情報（リダンダンシーバージョン・Ｈ
ＡＲＱプロセス番号・新データ指標）、ＰＵＣＣＨの閉ループ送信電力制御に用いるＰＵ
ＣＣＨ－ＴＰＣコマンドなどの情報を含む。下りリンクサブフレーム生成部４０２は、上
位層４１０の指示により、物理下りリンク制御チャネルを下りリンクサブフレーム内のＲ
Ｅにマッピングする。下りリンクサブフレーム生成部４０２で生成されたアンテナポート
毎の下りリンクサブフレームは、ＯＦＤＭ信号送信部４０４においてＯＦＤＭ信号に変調
され、送信アンテナ４０５を介して送信される。
【００３７】
　端末１０２では、受信アンテナ５０１を介して、ＯＦＤＭ信号受信部５０２においてＯ
ＦＤＭ信号が受信され、ＯＦＤＭ復調処理が施される。下りリンクサブフレーム処理部５
０３は、まず物理下りリンク制御チャネル抽出部５０４においてＰＤＣＣＨ（第１の下り
リンク制御チャネル）あるいはＥ－ＰＤＣＣＨ（第２の下りリンク制御チャネル）を検出
する。より具体的には、ＰＤＣＣＨが配置され得る領域（第１の下りリンク制御チャネル
領域）あるいはＥ－ＰＤＣＣＨが配置され得る領域（第２の下りリンク制御チャネル領域
、潜在的Ｅ－ＰＤＣＣＨ）をデコードし、予め付加されているＣＲＣ（Ｃｙｃｌｉｃ　Ｒ
ｅｄｕｎｄａｎｃｙ　Ｃｈｅｃｋ）ビットを確認する（ブラインドデコーディング）。す
なわち、物理下りリンク制御チャネル抽出部５０４は、ＰＤＣＣＨ領域に配置されたＰＤ
ＣＣＨと、ＰＤＣＣＨ領域とは異なるＰＤＳＣＨ領域に配置されたＥ－ＰＤＣＣＨとをモ
ニタリングする。ＣＲＣビットが予め基地局から割り当てられたＩＤと一致する場合、下
りリンクサブフレーム処理部５０３は、ＰＤＣＣＨあるいはＥ－ＰＤＣＣＨを検出できた
ものと認識し、検出したＰＤＣＣＨあるいはＥ－ＰＤＣＣＨに含まれる制御情報を用いて
ＰＤＳＣＨを抽出する。より具体的には、下りリンクサブフレーム生成部４０２における
ＲＥマッピング処理や変調処理に対応するＲＥデマッピング処理や復調処理などが施され
る。受信した下りリンクサブフレームから抽出されたＰＤＳＣＨは、コードワード抽出部
５０５に送られる。コードワード抽出部５０５では、コードワード生成部４０１における
レートマッチング処理、誤り訂正符号化に対応するレートマッチング処理、誤り訂正復号
化などが施され、トランスポートブロックが抽出され、上位層５０６に送られる。すなわ
ち、物理下りリンク制御チャネル抽出部５０４がＰＤＣＣＨあるいはＥ－ＰＤＣＣＨを検
出した場合、コードワード抽出部５０５は検出されたＰＤＣＣＨあるいはＥ－ＰＤＣＣＨ
に関連するＰＤＳＣＨにおける送信データを抽出して上位層５０６に送る。
【００３８】
　次に、下りリンク送信データに対するＨＡＲＱ応答情報の送受信の流れについて説明す
る。端末１０２では、コードワード抽出部５０５においてトランスポートブロックの抽出
の成否が決定すると、成否を示す情報が応答情報生成部５０７に送られる。応答情報生成
部５０７では、ＨＡＲＱ応答情報が生成され、上りリンクサブフレーム生成部５０８内の
物理上りリンク制御チャネル生成部５０９に送られる。上りリンクサブフレーム生成部５
０８では、上位層５０６から送られるパラメータと、物理下りリンク制御チャネル抽出部
５０４においてＰＤＣＣＨあるいはＥ－ＰＤＣＣＨが配置されていたリソースとに基づい
て、物理上りリンク制御チャネル生成部５０９においてＨＡＲＱ応答情報（上りリンク制
御情報）を含むＰＵＣＣＨが生成され、生成されたＰＵＣＣＨが上りリンクサブフレーム
内のＲＢにマッピングされる。すなわち、ＰＵＣＣＨリソースに応答情報がマッピングさ
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れてＰＵＣＣＨが生成される。ＳＣ－ＦＤＭＡ信号送信部５１０は、上りリンクサブフレ
ームにＳＣ－ＦＤＭＡ変調を施してＳＣ－ＦＤＭＡ信号を生成し、送信アンテナ５１１を
介して送信する。
【００３９】
　このとき、上りリンクサブフレーム生成部５０８内の物理上りリンク制御チャネル生成
部５０９は、応答情報生成部５０７において生成されたＨＡＲＱ応答情報を用い、チャネ
ル選択を考慮してＰＵＣＣＨを生成する。また、上りリンクサブフレーム生成部５０８は
、チャネル選択を考慮して、物理上りリンク制御チャネル生成部５０９で生成されたＰＵ
ＣＣＨを上りリンクサブフレーム内のＲＢにマッピングする。
【００４０】
　基地局１０１では、受信アンテナ４０６を介して、ＳＣ－ＦＤＭＡ信号受信部４０７に
おいてＳＣ－ＦＤＭＡ信号が受信され、ＳＣ－ＦＤＭＡ復調処理が施される。上りリンク
サブフレーム処理部４０８では、上位層４１０の指示により、ＰＵＣＣＨがマッピングさ
れたＲＢを抽出し、物理上りリンク制御チャネル抽出部４０９においてＰＵＣＣＨに含ま
れるＨＡＲＱ応答制御情報を抽出する。抽出されたＨＡＲＱ応答制御情報は上位層４１０
に送られる。ＨＡＲＱ応答制御情報は、上位層４１０によるＨＡＲＱの制御に用いられる
。
【００４１】
　このとき、上りリンクサブフレーム処理部４０８内の物理上りリンク制御チャネル抽出
部４０９は、チャネル選択を考慮して、ＰＵＣＣＨに含まれるＨＡＲＱ応答制御情報を抽
出する。
【００４２】
　次に、上りリンクサブフレーム生成部５０８におけるＰＵＣＣＨリソースに関して説明
する。ＨＡＲＱ応答制御情報は、サイクリックシフトされた擬似ＣＡＺＡＣ（Ｃｏｎｓｔ
ａｎｔ－Ａｍｐｌｉｔｕｄｅ　Ｚｅｒｏ－ＡｕｔｏＣｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ）系列を用い
てＳＣ－ＦＤＭＡサンプル領域に拡散され、さらに符号長が４の直交符号ＯＣＣ（Ｏｒｔ
ｈｏｇｏｎａｌ　Ｃｏｖｅｒ　Ｃｏｄｅ）を用いてスロット内の４ＳＣ－ＦＤＭＡシンボ
ルに拡散される。また、２つの符号により拡散されたシンボルは、２つの周波数が異なる
ＲＢにマッピングされる。こうして、ＰＵＣＣＨリソースは、サイクリックシフト量・直
交符号・マッピングされるＲＢの３つの要素により規定される。なお、ＳＣ－ＦＤＭＡサ
ンプル領域におけるサイクリックシフトは、周波数領域で一様増加する位相回転で表現す
ることもできる。
【００４３】
　図６は、ＰＵＣＣＨが割り当てられる上りリンク制御チャネル領域における物理上りリ
ソースブロック構成（上りリンク制御チャネル物理リソース）を示す図である。それぞれ
のＲＢのペアは、第１スロットと第２スロットとで異なる周波数の２つのＲＢから構成さ
れる。１つのＰＵＣＣＨは、ｍ＝０、１、２、・・・のうちのいずれかのＲＢのペアに配
置される。
【００４４】
　図７は上りリンク制御チャネル論理リソースを示す対応表である。ここでは、ＰＵＣＣ
Ｈを構成する要素として、ＯＣ０、ＯＣ１、ＯＣ２の３つの直交符号と、ＣＳ０、ＣＳ２
、ＣＳ４、ＣＳ６、ＣＳ８、ＣＳ１０の６つのサイクリックシフト量と、周波数リソース
を示すｍを想定した場合のＰＵＣＣＨリソースの一例である。ＰＵＣＣＨリソース（上り
リンク制御チャネル論理リソース）を示すインデクスであるｎ１

ＰＵＣＣＨに対応して、
直交符号とサイクリックシフト量とｍとの各組み合わせが一意に規定されている。なお、
図７に示すｎ１

ＰＵＣＣＨと、直交符号とサイクリックシフト量とｍとの各組み合わせと
の対応は一例であり、他の対応であってもよい。例えば、連続するｎ１

ＰＵＣＣＨ間で、
サイクリックシフト量が変わるように対応させてもよいし、ｍが変わるように対応させて
もよい。また、ＣＳ０、ＣＳ２、ＣＳ４、ＣＳ６、ＣＳ８、ＣＳ１０とは異なるサイクリ
ックシフト量であるＣＳ１、ＣＳ３、ＣＳ５、ＣＳ７、ＣＳ９、ＣＳ１１を用いてもよい
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。また、ここではｍの値がＮＦ２以上の場合を示している。ｍがＮＦ２未満である周波数
リソースは、チャネル状態情報のフィードバックのためのＰＵＣＣＨ送信に予約されたＮ

Ｆ２個の周波数リソースである。
【００４５】
　次に、ＰＤＣＣＨとＥ－ＰＤＣＣＨについて説明する。図８はＰＤＣＣＨ領域、および
ＰＤＳＣＨ領域における物理リソースブロックＰＲＢ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　ＲＢ）と仮想
リソースブロックＶＲＢ（Ｖｉｒｔｕａｌ　ＲＢ）とを示す図である。実際のサブフレー
ム上のＲＢはＰＲＢと呼ばれる。また、ＲＢの割り当てに用いられる論理的なリソースで
あるＲＢはＶＲＢと呼ばれる。ＮＤＬ

ＰＲＢは、下りリンクＣＣ内で周波数方向に並べら
れたＰＲＢ数である。ＰＲＢ（あるいはＰＲＢペア）には番号ｎＰＲＢが振られ、ｎＰＲ

Ｂは周波数の低い方から順に、０、１、２、・・・、ＮＤＬ
ＰＲＢ－１となる。下りリン

クＣＣ内で周波数方向に並べられたＶＲＢ数はＮＤＬ
ＰＲＢに等しい。ＶＲＢ（あるいは

ＶＲＢペア）には番号ｎＶＲＢが振られ、ｎＶＲＢは周波数の低い方から順に、０、１、
２、・・・、ＮＤＬ

ＰＲＢ－１となる。ＰＲＢの各々とＶＲＢの各々は、明示的あるいは
黙示的／暗示的にマッピングされる。なお、ここでいう番号は、インデクスとも表現でき
る。
【００４６】
　次に、図９はＥ－ＰＤＣＣＨ領域およびＰＤＳＣＨ領域におけるＰＲＢとＶＲＢとのマ
ッピングの一例を示す図である。このＰＲＢ－ＶＲＢマッピング方式によれば、ｎＰＲＢ

とｎＶＲＢとが等しいＰＲＢペアとＶＲＢペアとがマッピングされる。つまり、ｎＶＲＢ

のＶＲＢペア上のＲＥに割り当てられた送信データあるいは制御情報の変調シンボルは、
ｎＰＲＢ＝ｎＶＲＢのＰＲＢペア上のＲＥにそのままマッピングされる。
【００４７】
　次に、図１０はＥ－ＰＤＣＣＨ領域およびＰＤＳＣＨ領域におけるＰＲＢとＶＲＢとの
マッピングの他の一例を示す図である。このＰＲＢ－ＶＲＢマッピング方式によれば、周
波数軸上で互いに隣り合うＶＲＢが周波数軸上で離れた位置のＰＲＢにマッピングされる
。同じｎＶＲＢを持つＶＲＢペア内の第１スロット内のＶＲＢと第２スロット内のＶＲＢ
とは、同じ周波数軸上の位置のＰＲＢにマッピングされる。ただし、第１スロット内のＶ
ＲＢは第１スロット内のＰＲＢに、第２スロット内のＶＲＢは第２スロット内のＰＲＢに
、それぞれマッピングされる。
【００４８】
　このように、一部（あるいは全部）のＶＲＢペアが、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域（潜在的にＥ
－ＰＤＣＣＨが配置され得る領域）として設定される。さらに、明示的あるいは黙示的／
暗示的に指定されるＰＲＢ－ＶＲＢマッピング方式により、実質的にはＰＤＳＣＨ領域中
の一部（あるいは全部）のＰＲＢペア、あるいはスロットホッピングされたＰＲＢが、Ｅ
－ＰＤＣＣＨ領域として設定される。
【００４９】
　図１１はＥ－ＰＤＣＣＨ領域内のＶＲＢの番号付けの一例を示す図である。ＮＤＬ

ＰＲ

Ｂ個のＶＲＢペアのうちＥ－ＰＤＣＣＨ領域に設定されたＮＥ－ＰＤＣＣＨ
ＶＲＢ個のＶ

ＲＢペアを取り出し、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域におけるＶＲＢ番号ｎＥ－ＰＤＣＣＨ
ＶＲＢを

振る。周波数が低いＶＲＢペアから順に０、１、２、・・・、ＮＥ－ＰＤＣＣＨ
ＶＲＢ－

１となる。つまり、周波数領域において、潜在的Ｅ－ＰＤＣＣＨ送信に対してＮＥ－ＰＤ

ＣＣＨ
ＶＲＢ個のＶＲＢのセットが上位層のシグナリング（例えば端末個別のシグナリン

グやセル内共通のシグナリング）により設定される。
【００５０】
　次に、ＰＤＣＣＨの構成とＰＵＣＣＨリソースの割り当てについて説明する。図１２は
、ＰＤＣＣＨの構成とＰＵＣＣＨリソースの割り当てを示す図である。ＰＤＣＣＨは、Ｐ
ＤＣＣＨ領域内の複数の制御チャネルエレメント（ＣＣＥ：Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎ
ｅｌ　Ｅｌｅｍｅｎｔ）により構成される。ＣＣＥは、複数の下りリンクリソースエレメ
ント（１つのＯＦＤＭシンボルおよび１本のサブキャリアで規定されるリソース）により
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構成される。
【００５１】
　ＰＤＣＣＨ領域内のＣＣＥには、ＣＣＥを識別するための番号ｎＣＣＥが付与されてい
る。ＣＣＥの番号付けは、予め決められた規則に基づいて行なわれる。ＰＤＣＣＨは、複
数のＣＣＥからなる集合（ＣＣＥ　Ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）により構成される。この集
合を構成するＣＣＥの数を、「ＣＣＥ集合レベル」（ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　
ｌｅｖｅｌ）と称す。ＰＤＣＣＨを構成するＣＣＥ集合レベルは、ＰＤＣＣＨに設定され
る符号化率、ＰＤＣＣＨに含められるＤＣＩ（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｉｎ
ｆｏｒｍａｔｉｏｎ；下りリンク制御情報）（ＰＤＣＣＨ、またはＥ－ＰＤＣＣＨで送信
される制御情報）のビット数に応じて基地局１０１において設定される。なお、端末に対
して用いられる可能性のあるＣＣＥ集合レベルの組み合わせは予め決められている。また
、ｎ個のＣＣＥからなる集合を、「ＣＣＥ集合レベルｎ」という。
【００５２】
　１個のＲＥＧ（ＲＥ　Ｇｒｏｕｐ）は周波数領域の隣接する４個のＲＥにより構成され
る。さらに、１個のＣＣＥは、ＰＤＣＣＨ領域内で周波数領域及び時間領域に分散した９
個の異なるＲＥＧにより構成される。具体的には、下りリンクＣＣ全体に対して、番号付
けされた全てのＲＥＧに対してブロックインタリーバを用いてＲＥＧ単位でインタリーブ
が行なわれ、インタリーブ後の番号の連続する９個のＲＥＧにより１個のＣＣＥが構成さ
れる。
【００５３】
　各端末には、ＰＤＣＣＨを検索する領域（探索領域、検索領域）であるＳＳ（Ｓｅａｒ
ｃｈ　Ｓｐａｃｅ）が設定される。ＳＳは、複数のＣＣＥから構成される。ＣＣＥには予
め番号が振られており、番号の連続する複数のＣＣＥからＳＳは構成される。あるＳＳを
構成するＣＣＥ数は予め決められている。各ＣＣＥ集合レベルのＳＳは、複数のＰＤＣＣ
Ｈの候補の集合体により構成される。ＳＳは、構成されるＣＣＥのうち、番号が最も小さ
いＣＣＥの番号がセル内で共通であるセル固有探索領域ＣＳＳ（Ｃｅｌｌ－ｓｐｅｃｉｆ
ｉｃ　ＳＳ）と、番号が最も小さいＣＣＥの番号が端末固有である端末固有探索領域ＵＳ
Ｓ（ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＳＳ）とに分類される。ＣＳＳには、システム情報あるい
はページングに関する情報など、複数の端末１０２が読む制御情報が割り当てられた（含
まれた）ＰＤＣＣＨ、あるいは下位の送信方式へのフォールバックやランダムアクセスの
指示を示す下りリンク／上りリンクグラントが割り当てられた（含まれた）ＰＤＣＣＨを
配置することができる。
【００５４】
　基地局１０１は、端末１０２において設定されるＳＳ内の１個以上のＣＣＥを用いてＰ
ＤＣＣＨを送信する。端末１０２は、ＳＳ内の１個以上のＣＣＥを用いて受信信号の復号
を行ない、自身宛てのＰＤＣＣＨを検出するための処理を行なう。前述したように、この
処理をブラインドデコーディングと呼ぶ。端末１０２は、ＣＣＥ集合レベル毎に異なるＳ
Ｓを設定する。その後、端末１０２は、ＣＣＥ集合レベル毎に異なるＳＳ内の予め決めら
れた組み合わせのＣＣＥを用いてブラインドデコーディングを行なう。言い換えると、端
末１０２は、ＣＣＥ集合レベル毎に異なるＳＳ内の各ＰＤＣＣＨの候補に対してブライン
ドデコーディングを行なう。端末１０２におけるこの一連の処理をＰＤＣＣＨのモニタリ
ングという。
【００５５】
　端末１０２は、ＰＤＣＣＨ領域で下りリンクグラント（ＤＣＩフォーマット（ＤＣＩの
フォーマット）の一種）を検出すると、下りリンクグラントを含むＰＤＣＣＨを構成する
ＣＣＥのうち、ＣＣＥ番号が最も小さいＣＣＥのＣＣＥ番号に応じたＰＵＣＣＨリソース
を用いて、下りリンクグラントに対応する下りリンク送信データ（ＰＤＳＣＨ）のＨＡＲ
Ｑ応答情報を報告する。逆に、基地局１０１は、下りリンクグラントを含むＰＤＣＣＨを
配置する際、端末１０２が下りリンクグラントに対応する下りリンク送信データ（ＰＤＳ
ＣＨ）のＨＡＲＱ応答情報を報告するＰＵＣＣＨリソースに対応するＣＣＥにＰＤＣＣＨ
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を配置するようにする。また、基地局１０１は端末１０２に送信したＰＤＳＣＨに対応す
るＨＡＲＱ応答情報を、予めスケジューリングしたＰＵＣＣＨを介して受信する。より具
体的には、図１２に示すように、下りリンクグラントを含むＰＤＣＣＨを構成するＣＣＥ
のうち、最初のＣＣＥのＣＣＥ番号ｎＣＣＥにセル固有のパラメータであるＮ１を加算し
た値に一致するインデクスｎ１

ＰＵＣＣＨを持つＰＵＣＣＨリソースが、下りリンクグラ
ントに対応する下りリンク送信データのＨＡＲＱ応答情報に対して割り当てられたＰＵＣ
ＣＨリソースである。
【００５６】
　また、例えば、下りリンクグラントに対応する下りリンク送信データが２つ以上のコー
ドワードを含むことによりＨＡＲＱ応答情報自体が２つ以上ある場合や、一つの応答情報
を複数のＰＵＣＣＨリソースを用いてダイバーシチ送信する場合のように、一つのＰＤＣ
ＣＨに対応して複数のＰＵＣＣＨリソースが必要である場合があり得る。このとき、下り
リンクグラントを含むＰＤＣＣＨを構成するＣＣＥのうち、ＣＣＥ番号が最も小さいＣＣ
ＥのＣＣＥ番号を応じたＰＵＣＣＨリソースに加えて、そのＰＵＣＣＨリソースより１つ
インデクスが大きいＰＵＣＣＨリソースが用いられる。より具体的には、図１２に示すよ
うに、下りリンクグラントを含むＰＤＣＣＨを構成するＣＣＥのうち、最初のＣＣＥのＣ
ＣＥ番号ｎＣＣＥにセル固有のパラメータであるＮ１を加算した値に一致するインデクス
ｎ１

ＰＵＣＣＨを持つＰＵＣＣＨリソースと、最初のＣＣＥのＣＣＥ番号ｎＣＣＥに１と
セル固有のパラメータであるＮ１とを加算した値に一致するインデクスｎ１

ＰＵＣＣＨを
持つＰＵＣＣＨリソースとが、下りリンクグラントに対応する下りリンク送信データのＨ
ＡＲＱ応答情報に対して割り当てられたＰＵＣＣＨリソースである。なお、複数個のＰＵ
ＣＣＨリソースが必要である場合は、同様にして、１つずつ大きいインデクスのＰＵＣＣ
Ｈリソースを用いれば良い。
【００５７】
　次に、Ｅ－ＰＤＣＣＨの構成とＰＵＣＣＨリソースの割り当てについて説明する。図１
３は、Ｅ－ＰＤＣＣＨの構成とＰＵＣＣＨリソースの割り当てを示す図である。なお、図
１３に示すＥ－ＰＤＣＣＨは、クロスインタリーブ（Ｅ－ＰＤＣＣＨを構成する個々の要
素が複数のＲＢにまたがって配置されるインタリーブであり、ブロックインタリーブとも
称す）を採用する場合のＥ－ＰＤＣＣＨの構成とＰＵＣＣＨリソースの割り当てを示して
いる。Ｅ－ＰＤＣＣＨは、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域内の複数のＣＣＥにより構成される。具体
的には、ＰＤＣＣＨと同様に、１個のＲＥＧは周波数領域の隣接する４個のＲＥにより構
成される。さらに、１個のＣＣＥは、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域内で周波数領域及び時間領域に
分散した９個の異なるＲＥＧにより構成される。Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域内は、第１スロット
と第２スロットとで、個別のＥ－ＰＤＣＣＨが配置される。
【００５８】
　Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域内のＣＣＥには、ＣＣＥを識別するための番号ｎＥ－ＰＤＣＣＨ

Ｃ

ＣＥが付与されている。また、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域内のＣＣＥは、第１スロットと第２ス
ロットとで、個別にＣＣＥが配置され、ＣＣＥを識別するための番号も個別に割り振られ
る。ここでは、ｎＥ－ＰＤＣＣＨ

ＣＣＥがｎＣＣＥとは独立して設定される場合について
説明する。すなわち、ｎＥ－ＰＤＣＣＨ

ＣＣＥの値の一部は、ｎＣＣＥが取り得る値と重
複する。
【００５９】
　端末１０２は、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域で下りリンクグラントを検出すると、下りリンクグ
ラントを含むＥ－ＰＤＣＣＨを構成するＣＣＥのうち、ＣＣＥ番号が最も小さいＣＣＥの
ＣＣＥ番号に応じたＰＵＣＣＨリソースを用いて、下りリンクグラントに対応する下りリ
ンク送信データ（ＰＤＳＣＨ）のＨＡＲＱ応答情報を報告する。基地局１０１は、下りリ
ンクグラントを含むＥ－ＰＤＣＣＨを配置する際、端末１０２が下りリンクグラントに対
応する下りリンク送信データ（ＰＤＳＣＨ）のＨＡＲＱ応答情報を報告するＰＵＣＣＨリ
ソースに対応するＣＣＥにＥ－ＰＤＣＣＨを配置するようにする。また、基地局１０１は
端末１０２に送信したＰＤＳＣＨに対応するＨＡＲＱ応答情報を、予めスケジューリング
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したＰＵＣＣＨを介して受信する。より具体的には、図１３に示すように、下りリンクグ
ラントを含むＥ－ＰＤＣＣＨを構成するＣＣＥのうち、最初のＣＣＥのＣＣＥ番号ｎＥ－

ＰＤＣＣＨ
ＣＣＥにセル固有のパラメータであるＮ１（および／または端末固有のパラメ

ータであるＮＤ）を加算した値に一致するインデクスｎ１
ＰＵＣＣＨを持つＰＵＣＣＨリ

ソースが、下りリンクグラントに対応する下りリンク送信データのＨＡＲＱ応答情報に対
して割り当てられたＰＵＣＣＨリソースである。ここで、前述したように、Ｅ－ＰＤＣＣ
Ｈ領域におけるＣＣＥのＣＣＥ番号ｎＥ－ＰＤＣＣＨ

ＣＣＥと、ＰＤＣＣＨ領域における
ＣＣＥのＣＣＥ番号ｎＣＣＥとを個別に番号付けしているため、基地局１０１は、同一サ
ブフレーム内でＰＤＣＣＨとＥ－ＰＤＣＣＨとをそれぞれ１個以上配置する場合、各ＰＤ
ＣＣＨの最初のＣＣＥのＣＣＥ番号ｎＣＣＥと、各Ｅ－ＰＤＣＣＨの最初のＣＣＥのＣＣ
Ｅ番号ｎＥ－ＰＤＣＣＨ

ＣＣＥとがすべて異なる番号になるように下りリンクグラントを
ＣＣＥに配置するスケジューリングを行う。
【００６０】
　また、一つのＥ－ＰＤＣＣＨに対応して複数のＰＵＣＣＨリソースが必要である場合、
下りリンクグラントを含むＥ－ＰＤＣＣＨを構成するＣＣＥのうち、ＣＣＥ番号が最も小
さいＣＣＥのＣＣＥ番号に応じたＰＵＣＣＨリソースに加えて、そのＰＵＣＣＨリソース
より１つインデクスが大きいＰＵＣＣＨリソースが用いられる。より具体的には、図１３
に示すように、下りリンクグラントを含むＥ－ＰＤＣＣＨを構成するＣＣＥのうち、最初
のＣＣＥのＣＣＥ番号ｎＥ－ＰＤＣＣＨ

ＣＣＥにセル固有のパラメータであるＮ１（およ
び／または端末固有のパラメータであるＮＤ）を加算した値に一致するインデクスｎ１

Ｐ

ＵＣＣＨを持つＰＵＣＣＨリソースと、最初のＣＣＥのＣＣＥ番号ｎＥ－ＰＤＣＣＨ
ＣＣ

Ｅに１とセル固有のパラメータであるＮ１とを加算した値に一致するインデクスｎ１
ＰＵ

ＣＣＨを持つＰＵＣＣＨリソースとが、下りリンクグラントに対応する下りリンク送信デ
ータのＨＡＲＱ応答情報に対して割り当てられたＰＵＣＣＨリソースである。なお、複数
個のＰＵＣＣＨリソースが必要である場合は、同様にして、１つずつ大きいインデクスの
ＰＵＣＣＨリソースを用いれば良い。このとき、基地局１０１は、同一サブフレーム内で
ＰＤＣＣＨとＥ－ＰＤＣＣＨとをそれぞれ１個以上配置する場合、各ＰＤＣＣＨの最初の
ＣＣＥのＣＣＥ番号ｎＣＣＥおよび次に大きいＣＣＥのＣＣＥ番号ｎＣＣＥと、各Ｅ－Ｐ
ＤＣＣＨの最初のＣＣＥのＣＣＥ番号ｎＥ－ＰＤＣＣＨ

ＣＣＥおよび次に大きいＣＣＥの
ＣＣＥ番号ｎＥ－ＰＤＣＣＨ

ＣＣＥとがすべて異なる番号になるように、下りリンクグラ
ントをＣＣＥに配置するスケジューリングを行う。
【００６１】
　次に、Ｅ－ＰＤＣＣＨの構成とＰＵＣＣＨリソースの割り当ての他の例について説明す
る。図１４は、Ｅ－ＰＤＣＣＨの構成とＰＵＣＣＨリソースの割り当てを示す図である。
なお、図１４に示すＥ－ＰＤＣＣＨは、クロスインタリーブを採用しない場合のＥ－ＰＤ
ＣＣＨの構成とＰＵＣＣＨリソースの割り当てを示している。Ｅ－ＰＤＣＣＨは、Ｅ－Ｐ
ＤＣＣＨ領域内の複数のＶＲＢにより構成される。具体的には、Ｅ－ＰＤＣＣＨは、ＰＤ
ＣＣＨとは異なり、ＣＣＥではなくＶＲＢを単位とし、連続する１つ以上のＶＲＢの集合
として構成される。この集合を構成するＶＲＢの数を、「ＶＲＢ集合レベル」（ＶＲＢ　
ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｌｅｖｅｌ）と称す。すなわち、クロスインタリーブを採用し
ない場合のＥ－ＰＤＣＣＨ領域では、ＳＳは、複数のＶＲＢから構成される。Ｅ－ＰＤＣ
ＣＨを構成するＶＲＢ集合レベルは、Ｅ－ＰＤＣＣＨに設定される符号化率、Ｅ－ＰＤＣ
ＣＨに含められるＤＣＩフォーマットのビット数に応じて基地局１０１において設定され
る。なお、端末１０２に対して用いられる可能性のあるＶＲＢ集合レベルの組み合わせは
予め決められており、端末１０２は、ＳＳ内の予め決められた組み合わせのＶＲＢを用い
てブラインドデコーディングを行なう。Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域内は、第１スロットと第２ス
ロットとで、個別のＥ－ＰＤＣＣＨが配置される。 
【００６２】
　Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域内のＶＲＢには、ＶＲＢを識別するための番号ｎＥ－ＰＤＣＣＨ

Ｖ

ＲＢが付与されている。Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域内のＶＲＢは、第１スロットと第２スロット
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とで、個別にＥ－ＰＤＣＣＨを構成するＶＲＢが配置され、ＶＲＢを識別するための番号
も個別に割り振られる。ここでは、ｎＥ－ＰＤＣＣＨ

ＶＲＢがｎＣＣＥとは独立して設定
される場合について説明する。すなわち、ｎＥ－ＰＤＣＣＨ

ＶＲＢの値の一部は、ｎＣＣ

Ｅが取り得る値と重複する。
【００６３】
　端末１０２は、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域で下りリンクグラントを検出すると、下りリンクグ
ラントを含むＥ－ＰＤＣＣＨを構成するＶＲＢのうち、ＶＲＢ番号が最も小さいＶＲＢの
ＶＲＢ番号に応じたＰＵＣＣＨリソースを用いて、下りリンクグラントに対応する下りリ
ンク送信データ（ＰＤＳＣＨ）のＨＡＲＱ応答情報を報告する。逆に、基地局１０１は、
下りリンクグラントを含むＥ－ＰＤＣＣＨを配置する際、端末１０２が下りリンクグラン
トに対応する下りリンク送信データ（ＰＤＳＣＨ）のＨＡＲＱ応答情報を報告するＰＵＣ
ＣＨリソースに対応するＶＲＢにＥ－ＰＤＣＣＨを配置するようにする。また、基地局１
０１は端末１０２に送信したＰＤＳＣＨに対応するＨＡＲＱ応答情報を、予めスケジュー
リングしたＰＵＣＣＨを介して受信する。より具体的には、図１４に示すように、下りリ
ンクグラントを含むＥ－ＰＤＣＣＨを構成するＶＲＢのうち、最初のＶＲＢのＶＲＢ番号
ｎＥ－ＰＤＣＣＨ

ＶＲＢにセル固有のパラメータであるＮ１（および／または端末固有の
パラメータであるＮＤ）を加算した値に一致するインデクスｎ１

ＰＵＣＣＨを持つＰＵＣ
ＣＨリソースが、下りリンクグラントに対応する下りリンク送信データのＨＡＲＱ応答情
報に対して割り当てられたＰＵＣＣＨリソースである。ここで、前述したように、Ｅ－Ｐ
ＤＣＣＨ領域におけるＶＲＢのＶＲＢ番号ｎＥ－ＰＤＣＣＨ

ＶＲＢと、ＰＤＣＣＨ領域に
おけるＣＣＥのＣＣＥ番号ｎＣＣＥとを個別に番号付けしているため、基地局１０１は、
同一サブフレーム内でＰＤＣＣＨとＥ－ＰＤＣＣＨとをそれぞれ１個以上配置する場合や
、同一サブフレーム内でＥ－ＰＤＣＣＨを２個以上配置する場合、各ＰＤＣＣＨあるはＥ
－ＰＤＣＣＨの最初のＣＣＥのＣＣＥ番号ｎＣＣＥあるいはｎＥ－ＰＤＣＣＨ

ＣＣＥと、
各Ｅ－ＰＤＣＣＨの最初のＶＲＢのＶＲＢ番号ｎＥ－ＰＤＣＣＨ

ＶＲＢとがすべて異なる
番号になるように下りリンクグラントをＣＣＥあるいはＶＲＢに配置するスケジューリン
グを行う。
【００６４】
　また、一つのＥ－ＰＤＣＣＨに対応して複数のＰＵＣＣＨリソースが必要である場合、
下りリンクグラントを含むＥ－ＰＤＣＣＨを構成するＶＲＢのうち、ＶＲＢ番号が最も小
さいＶＲＢのＶＲＢ番号を応じたＰＵＣＣＨリソースに加えて、そのＰＵＣＣＨリソース
より１つインデクスが大きいＰＵＣＣＨリソースが用いられる。より具体的には、図１４
に示すように、下りリンクグラントを含むＥ－ＰＤＣＣＨを構成するＶＲＢのうち、最初
のＶＲＢのＶＲＢ番号ｎＥ－ＰＤＣＣＨ

ＶＲＢにセル固有のパラメータであるＮ１（およ
び／または端末固有のパラメータであるＮＤ）を加算した値に一致するインデクスｎ１

Ｐ

ＵＣＣＨを持つＰＵＣＣＨリソースと、最初のＶＲＢのＶＲＢ番号ｎＥ－ＰＤＣＣＨ
ＶＲ

Ｂに１とセル固有のパラメータであるＮ１とを加算した値に一致するインデクスｎ１
ＰＵ

ＣＣＨを持つＰＵＣＣＨリソースとが、下りリンクグラントに対応する下りリンク送信デ
ータのＨＡＲＱ応答情報に対して割り当てられたＰＵＣＣＨリソースである。なお、複数
個のＰＵＣＣＨリソースが必要である場合は、同様にして、１つずつ大きいインデクスの
ＰＵＣＣＨリソースを用いれば良い。
【００６５】
　なお、図１４ではｎＥ－ＰＤＣＣＨ

ＶＲＢを０から順番に振りなおす場合について説明
したが、ｎＥ－ＰＤＣＣＨ

ＶＲＢはＶＲＢにもともと振られているｎＶＲＢそのものであ
っても良い。あるいは、ＶＲＢ集合をブラインドデコーディングするときは、振りなおさ
れたｎＥ－ＰＤＣＣＨ

ＶＲＢを用い、ＰＵＣＣＨリソースとの関連付けに置いては図１５
に示すようにｎＶＲＢを用いるようにすることもできる。Ｅ－ＰＤＣＣＨリソースからＰ
ＵＣＣＨリソースへのマッピングは、ｎＥ－ＰＤＣＣＨ

ＶＲＢをｎＶＲＢに入れ替えるだ
けで、図１４を用いて説明した方法と同様のマッピング方法を用いることができる。
【００６６】
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　以上の説明では、ＰＤＣＣＨリソースあるいはＥ－ＰＤＣＣＨリソースのそれぞれから
ＰＵＣＣＨリソースへのマッピングとして、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域の設定パラメータと、動
的なＰＤＣＣＨリソースあるいはＥ－ＰＤＣＣＨのリソースと、セル固有のパラメータ（
および／または端末固有のパラメータ）とに基づいて、ＰＵＣＣＨリソースが一意に決ま
るマッピング方法について説明した。
【００６７】
　次に、複数のセルにおいてＰＤＳＣＨの割り当てを行う場合の、ＰＵＣＣＨリソースの
使用方法について説明する。図１６は２つのセルのそれぞれにおいて、１つのＴＢがマッ
ピングされたＰＤＳＣＨが送信される場合の応答情報とＰＵＣＣＨリソースの関係を示す
表である。
【００６８】
　基地局１０１は端末１０２に対して、同じ下りリンクサブフレームにおいて、セル０と
セル１とのそれぞれのセルを介して１つずつＴＢを送信する。ここで、セル０およびセル
１が、それぞれＰＣｅｌｌおよびＳＣｅｌｌである。ＰＵＣＣＨリソース０は、セル０に
おけるＰＤＳＣＨに関連するＰＤＣＣＨあるいはＥ－ＰＤＣＣＨに対応したＰＵＣＣＨリ
ソースである。また、ＰＵＣＣＨリソース１は、セル１におけるＰＤＳＣＨに関連するＰ
ＤＣＣＨあるいはＥ－ＰＤＣＣＨに対応したＰＵＣＣＨリソースである。なお、セル０を
介して送信されるＴＢがＴＢ１０４－１であり、ＴＢ１０４－１に関連する制御チャネル
がＰＤＣＣＨあるいはＥ－ＰＤＣＣＨ１０３－１であり、 セル１を介して送信されるＴ
ＢがＴＢ１０４－２であり、ＴＢ１０４－２に関連する制御チャネルがＥ－ＰＤＣＣＨ１
０３－２であってもよい。逆に、セル１を介して送信されるＴＢがＴＢ１０４－１であり
、ＴＢ１０４－１に関連する制御チャネルがＰＤＣＣＨあるいはＥ－ＰＤＣＣＨ１０３－
１であり、 セル０を介して送信されるＴＢがＴＢ１０４－２であり、ＴＢ１０４－２に
関連する制御チャネルがＥ－ＰＤＣＣＨ１０３－２であってもよい。また、ＰＤＣＣＨあ
るいはＥ－ＰＤＣＣＨからＰＵＣＣＨリソースへの対応は、上述の対応である。１つのＰ
ＵＣＣＨリソースにおいてＱＰＳＫ変調により２ビットの情報を送信する。
【００６９】
　Ａｃｋは、ＰＤＳＣＨを復号した結果、ＴＢの検出に成功したことを示しており、Ｎａ
ｃｋは、ＰＤＳＣＨを復号した結果、ＴＢを検出に失敗した（成功しなかった）ことを示
している。また、ＤＴＸは、ＰＤＳＣＨの送信が無かったと端末が認識していることを示
している。すなわち、ＤＴＸは、ＰＤＳＣＨに関連するＰＤＣＣＨを検出しなかった、お
よび／またはＰＤＳＣＨを復号しなかったことを示している。
【００７０】
　端末１０２は、以下のようにＰＵＣＣＨリソース０とＰＵＣＣＨリソース１のいずれか
のＰＵＣＣＨリソースを選択し、選択したＰＵＣＣＨリソースを用いて２ビットの情報（
上りリンク制御情報）を送信する。
　　（１）セル０のＰＤＳＣＨにおけるＨＡＲＱ応答情報がＡｃｋであり、セル１のＰＤ
ＳＣＨにおけるＨＡＲＱ応答情報がＡｃｋであるとき、ＰＵＣＣＨリソース１を選択し、
選択したＰＵＣＣＨリソース１でビット系列（１、１）を報告する。
　　（２）セル０のＰＤＳＣＨにおけるＨＡＲＱ応答情報がＡｃｋであり、セル１のＰＤ
ＳＣＨにおけるＨＡＲＱ応答情報がＮａｃｋあるいはＤＴＸであるとき、ＰＵＣＣＨリソ
ース０を選択し、選択したＰＵＣＣＨリソース０でビット系列（１、１）を報告する。
　　（３）セル０のＰＤＳＣＨにおけるＨＡＲＱ応答情報がＮａｃｋあるいはＤＴＸであ
り、セル１のＰＤＳＣＨにおけるＨＡＲＱ応答情報がＡｃｋであるとき、ＰＵＣＣＨリソ
ース１を選択し、選択したＰＵＣＣＨリソース１でビット系列（０、０）を報告する。
　　（４）セル０のＰＤＳＣＨにおけるＨＡＲＱ応答情報がＮａｃｋであり、セル１のＰ
ＤＳＣＨにおけるＨＡＲＱ応答情報がＮａｃｋあるいはＤＴＸであるとき、ＰＵＣＣＨリ
ソース０を選択し、選択したＰＵＣＣＨリソース１でビット系列（０、０）を報告する。
　　（５）セル０のＰＤＳＣＨにおけるＨＡＲＱ応答情報がＤＴＸであり、セル１のＰＤ
ＳＣＨにおけるＨＡＲＱ応答情報がＮａｃｋあるいはＤＴＸであるとき、いずれのＰＵＣ
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ＣＨリソースにおいても何も送信しない。
【００７１】
　一方、基地局１０１は、以下のようにＰＵＣＣＨリソース０とＰＵＣＣＨリソース１の
両方のＰＵＣＣＨリソースをモニタリングし、ＨＡＲＱ応答情報を抽出（判定、認識）す
る。
　　（１）ＰＵＣＣＨリソース１でビット系列（１、１）が検出された（ＰＵＣＣＨリソ
ース０では何も検出されない）とき、セル０のＰＤＳＣＨにおけるＨＡＲＱ応答情報がＡ
ｃｋであり、セル１のＰＤＳＣＨにおけるＨＡＲＱ応答情報がＡｃｋであると認識する。
　　（２）ＰＵＣＣＨリソース０でビット系列（１、１）が検出された（ＰＵＣＣＨリソ
ース１では何も検出されない）とき、セル０のＰＤＳＣＨにおけるＨＡＲＱ応答情報がＡ
ｃｋであり、セル１のＰＤＳＣＨにおけるＨＡＲＱ応答情報がＮａｃｋあるいはＤＴＸで
あると認識する。
　　（３）ＰＵＣＣＨリソース１でビット系列（０、０）が検出された（ＰＵＣＣＨリソ
ース０では何も検出されない）とき、セル０のＰＤＳＣＨにおけるＨＡＲＱ応答情報がＮ
ａｃｋあるいはＤＴＸであり、セル１のＰＤＳＣＨにおけるＨＡＲＱ応答情報がＡｃｋで
あると認識する。
　　（４）ＰＵＣＣＨリソース０でビット系列（０、０）が検出された（ＰＵＣＣＨリソ
ース１では何も検出されない）とき、セル０のＰＤＳＣＨにおけるＨＡＲＱ応答情報がＮ
ａｃｋであり、セル１のＰＤＳＣＨにおけるＨＡＲＱ応答情報がＮａｃｋあるいはＤＴＸ
であると認識する。
　　（５）ＰＵＣＣＨリソース０とＰＵＣＣＨリソース１とのいずれのＰＵＣＣＨリソー
スでも何も検出されないとき、セル０のＰＤＳＣＨにおけるＨＡＲＱ応答情報がＤＴＸで
あり、セル１のＰＤＳＣＨにおけるＨＡＲＱ応答情報がＮａｃｋあるいはＤＴＸであると
認識する。
【００７２】
　このように、端末１０２は、ＰＤＣＣＨあるいはＥ－ＰＤＣＣＨ１０３－１に対応した
ＰＵＣＣＨリソースと、Ｅ－ＰＤＣＣＨ１０３－１に対応したＰＵＣＣＨリソースとから
、１つのＰＵＣＣＨリソース１０５を選択し、選択したＰＵＣＣＨリソース１０５を介し
て上りリンク制御情報を報告する。また、基地局１０１は、ＰＤＣＣＨあるいはＥ－ＰＤ
ＣＣＨ１０３－１に対応したＰＵＣＣＨリソースと、Ｅ－ＰＤＣＣＨ１０３－１に対応し
たＰＵＣＣＨリソースとの両方のＰＵＣＣＨリソースをモニタリングし、いずれのＰＵＣ
ＣＨリソースで上りリンク制御情報を検出したかに応じて、ＨＡＲＱ応答情報を抽出する
。これにより、端末１０２の送信電力を抑えることができる。また、上りリンク信号のピ
ーク電力値を低くすることができる。そのため、端末１０２および基地局１０１における
回路構成を単純化することができる。
【００７３】
　図１７は、１つのセルにおいて、１つのＴＢがマッピングされたＰＤＳＣＨが送信され
、他の１つのセルにおいて、２つのＴＢがマッピングされたＰＤＳＣＨが送信される場合
の応答情報とＰＵＣＣＨリソースの関係を示す表である。基地局１０１は端末１０２に対
して、同じ下りリンクサブフレームにおいて、セル０を介して２つのＴＢを送信し、セル
１を介して１つのＴＢを送信する。ここで、セル０およびセル１が、それぞれＰＣｅｌｌ
およびＳＣｅｌｌであってもよいし、それぞれＳＣｅｌｌおよびＰＣｅｌｌであってもよ
い。図１７の表は、図１６の表と比べて、ＴＢ数が３に拡張されているが、ＨＡＲＱ応答
情報と、選択されるＰＵＣＣＨリソースおよびＰＵＣＣＨリソースにマッピングされるビ
ット系列との対応のしかたは、図１６の表と同様である。また、ここではＴＢ数が３まで
の場合について説明したが、４以上の場合に対しても同様の拡張を行うことができる。
【００７４】
　図１８は、ＨＡＲＱ応答情報の報告の手順の一例を示すシーケンス図である。まず、基
地局１０１はＲＲＣシグナリングを用いて、ＣＡを指定（設定、通知）する制御情報を端
末１０２に通知し、端末１０２は制御情報に基づいてＣＡを設定する（ステップＳ１８０
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１）。
【００７５】
　次に、基地局１０１はＲＲＣシグナリングを用いて、Ｅ－ＰＤＣＣＨを指定（設定、通
知）する制御情報を端末１０２に通知し、端末１０２は制御情報に基づいてＥ－ＰＤＣＣ
Ｈを設定する（ステップＳ１８０２）。Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域を指定する方法としては、前
述したように、周波数帯域内の一部あるいは全部のＲＢを指定する方法を用いる。あるい
は、これと併用して、時間領域における一部のサブフレームをＥ－ＰＤＣＣＨが配置され
得るサブフレームとして指定することができる。例えば、サブフレームの周期および基準
サブフレームからのオフセット値を指定するという方法を用いることができる。あるいは
、無線フレーム（１０サブフレーム）あるいは複数無線フレーム内の各サブフレームに対
し、Ｅ－ＰＤＣＣＨが配置され得るか否かをビットマップ形式で表現することもできる。
【００７６】
　なお、ここでは、基地局１０１がＣＡを設定した後、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域を設定する例
を示しているが、これに限るものではない。例えば、基地局１０１がＥ－ＰＤＣＣＨ領域
を設定した後、ＣＡを設定するようにしてもよいし、ＣＡとＥ－ＰＤＣＣＨ領域とを同時
に設定するようにしてもよい。
【００７７】
　次に、基地局１０１はＰＣｅｌｌにおけるＰＤＣＣＨあるいはＥ－ＰＤＣＣＨを用いて
、下りリンクグラント１および下りリンクグラント２を送信し、ＰＣｅｌｌにおけるＰＤ
ＳＣＨを用いて、下りリンクグラント１に対応する下りリンク送信データ１を端末１０２
に送信する、端末１０２は下りリンクグラント１、下りリンクグラント２、および下りリ
ンク送信データ１を受信する（ステップＳ１８０３）。また、同じサブフレームにおいて
、基地局１０１は、ＣｅｌｌにおけるＰＤＳＣＨを用いて、下りリンクグラント２に対応
する下りリンク送信データ２を端末１０２に送信する。同じサブフレームにおいて、端末
１０２は下りリンク送信データ２を受信する（ステップＳ１８０４）。また、下りリンク
送信データ１および下りリンク送信データ２を受信した端末１０２は、それぞれに対する
ＨＡＲＱ応答情報を生成する。
【００７８】
　最後に、端末１０２は、下りリンク送信データ１に対するＨＡＲＱ応答情報および下り
リンク送信データ２に対するＨＡＲＱ応答情報に応じて、下りリンクグラント１のリソー
スの情報に基づいて決定されたＰＵＣＣＨリソースと下りリンクグラント２のリソースの
情報に基づいて決定されたＰＵＣＣＨリソースとから、１つのＰＵＣＣＨリソースを選択
し、選択したＰＵＣＣＨリソースを用いて、下りリンク送信データ１に対するＨＡＲＱ応
答情報および下りリンク送信データ２に対するＨＡＲＱ応答情報を示す制御情報を報告す
る（ステップＳ１８０５）。
【００７９】
　図１９は、ＨＡＲＱ応答情報の報告の手順の他の一例を示すシーケンス図である、まず
、基地局１０１はＲＲＣシグナリングを用いて、ＣＡを指定（設定、通知）する制御情報
を端末１０２に通知し、端末１０２は制御情報に基づいてＣＡを設定する（ステップＳ１
９０１）。
【００８０】
　次に、基地局１０１はＲＲＣシグナリングを用いて、Ｅ－ＰＤＣＣＨを指定（設定、通
知）する制御情報を端末１０２に通知し、端末１０２は制御情報に基づいてＥ－ＰＤＣＣ
Ｈを設定する（ステップＳ１９０２）。 
【００８１】
　また、基地局１０１はＲＲＣシグナリングを用いて、ＰＵＣＣＨリソースの候補（ＰＵ
ＣＣＨリソース候補）を指定（設定、通知）する制御情報を端末１０２に通知し、端末１
０２は制御情報に基づいてＰＵＣＣＨリソースの候補を設定する（ステップＳ１９０３）
。ここで、設定されるＰＵＣＣＨリソースの候補は複数のＰＵＣＣＨリソースの組み合わ
せである。図２０に、ＰＵＣＣＨリソース候補の設定の例を示す。図２０は、４つのＰＵ
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ＣＣＨリソースを含むＰＵＣＣＨリソース候補を示している。４つのインデクスであるイ
ンデクス０からインデクス３に対応して設定された値（ｎ１

ＰＵＣＣＨ，ＲＲＣ）である
Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄのそれぞれは、ＰＵＣＣＨリソースを示す番号（ｎ１

ＰＵＣＣＨ）である
。このＡ、Ｂ、Ｃ、ＤがＲＲＣシグナリングを用いて設定される。なお、ここでは、イン
デクス０からインデクス３に１つのＰＵＣＣＨリソースを示す番号が対応する場合につい
て説明したが、複数のＰＵＣＣＨリソースを同時に用いて上りリンク制御情報を報告する
場合は、インデクス０からインデクス３に１組のＰＵＣＣＨリソースを示す番号（複数の
ＰＵＣＣＨリソース番号）が対応するようにしてもよい。
【００８２】
　なお、ここでは、基地局１０１がＣＡを設定した後、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域とＰＵＣＣＨ
リソース候補を設定する例を示しているが、これに限るものではない。例えば、基地局１
０１がＥ－ＰＤＣＣＨ領域やＰＵＣＣＨリソース候補を設定した後、ＣＡを設定するよう
にしてもよいし、ＣＡとＥ－ＰＤＣＣＨ領域とＰＵＣＣＨリソース候補とを同時に設定す
るようにしてもよい。
【００８３】
　次に、基地局１０１はＰＣｅｌｌにおけるＰＤＣＣＨあるいはＥ－ＰＤＣＣＨを用いて
、下りリンクグラント１を送信し、ＰＣｅｌｌにおけるＰＤＳＣＨを用いて、下りリンク
グラント１に対応する下りリンク送信データ１を端末１０２に送信する、端末１０２は下
りリンクグラント１および下りリンク送信データ１を受信する（ステップＳ１９０４）。
また、同じサブフレームにおいて、基地局１０１は、ＳＣｅｌｌにおけるＰＤＣＣＨある
いはＥ－ＰＤＣＣＨを用いて、下りリンクグラント２を送信し、ＳＣｅｌｌにおけるＰＤ
ＳＣＨを用いて、下りリンクグラント２に対応する下りリンク送信データ２を端末１０２
に送信する。同じサブフレームにおいて、端末１０２は下りリンクグラント２および下り
リンク送信データ２を受信する（ステップＳ１９０５）。また、下りリンク送信データ１
および下りリンク送信データ２を受信した端末１０２は、それぞれに対するＨＡＲＱ応答
情報を生成する。
【００８４】
　ここで、基地局１０１は、下りリンクグラント２がＳＣｅｌｌにおけるＰＤＣＣＨにお
いて送信される場合、下りリンクグラント２内の所定のフィールド（例えばＴＰＣ（Ｔｒ
ａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｐｏｗｅｒ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）用のフィールド（ＴＰＣフィール
ド））が示すビット系列に用いて、ＰＵＣＣＨリソース候補のうち１つのＰＵＣＣＨリソ
ースを指定する。端末１０２は、下りリンクグラント２がＳＣｅｌｌにおけるＰＤＣＣＨ
において受信された場合、下りリンクグラント２内の所定のフィールド（例えばＴＰＣフ
ィールド）が示すビット系列に応じて、ＰＵＣＣＨリソース候補のうち１つのＰＵＣＣＨ
リソースを設定する。より具体的には、所定のフィールドにおけるビット系列が図２０に
おけるいずれのビット系列であるかに応じて、対応する（同じ列の）ＰＵＣＣＨリソース
を設定する。なお、ここでは、所定のフィールドにおけるビット系列が１つのＰＵＣＣＨ
リソースを指定する場合について説明したが、複数のＰＵＣＣＨリソースを同時に用いて
上りリンク制御情報を報告する場合は、所定のフィールドにおけるビット系列が１組のＰ
ＵＣＣＨリソース（複数のＰＵＣＣＨリソース）を指定するようにしてもよい。
【００８５】
　下りリンクグラント２がＳＣｅｌｌにおけるＥ－ＰＤＣＣＨにおいて送受信される場合
、上記と同様に、下りリンクグラント２内の所定のフィールドが示すビット系列に用いて
指定された、ＰＵＣＣＨリソース候補のうち１つのＰＵＣＣＨリソースを設定してもよい
。このとき、Ｅ－ＰＤＣＣＨにおいて送受信される下りリンクグラント２は、上記ＰＤＣ
ＣＨにおいてＰＵＣＣＨリソースを指定するために用いたフィールドとは別のフィールド
（例えば、ＰＵＣＣＨリソースを指定するための専用のフィールド（専用フィールド））
を用いてもよし、上記ＰＤＣＣＨと同様のフィールドを用いてもよい。
【００８６】
　あるいは、下りリンクグラント２がＳＣｅｌｌにおけるＥ－ＰＤＣＣＨにおいて送受信
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される場合は、下りリンクグラント２のリソースの情報に基づいて決定されたＰＵＣＣＨ
リソースを設定してもよい。
【００８７】
　最後に、端末１０２は、下りリンク送信データ１に対するＨＡＲＱ応答情報および下り
リンク送信データ２に対するＨＡＲＱ応答情報に応じて、下りリンクグラント１のリソー
スの情報に基づいて決定されたＰＵＣＣＨリソースと下りリンクグラント２に対応するＰ
ＤＳＣＨに対して設定されたＰＵＣＣＨリソースとから、１つのＰＵＣＣＨリソースを選
択し、選択したＰＵＣＣＨリソースを用いて、下りリンク送信データ１に対するＨＡＲＱ
応答情報および下りリンク送信データ２に対するＨＡＲＱ応答情報を示す制御情報を報告
する（ステップＳ１９０６）。
【００８８】
　以上のように、基地局１０１は、ＰＤＣＣＨ領域あるいはＥ－ＰＤＣＣＨ領域内におけ
る下りリンクグラントに関連して、第１のセルにおける下りリンク送信データを送信する
に際し、この下りリンク送信データに対応するＨＡＲＱ応答情報の報告に用いる上りリン
ク制御チャネルリソースと対応したＰＤＣＣＨリソースあるいはＥ－ＰＤＣＣＨリソース
に下りリンクグラントを割り当てる。好ましくは、ＰＤＣＣＨリソースあるいはＥ－ＰＤ
ＣＣＨリソースを構成する要素のうち最小のインデクスを持つ要素におけるインデクスに
所定値を加算する。加算後の値に等しいインデクスを持つＰＵＣＣＨリソースがこのＰＤ
ＣＣＨリソースあるいはＥ－ＰＤＣＣＨリソースに対応したＰＵＣＣＨリソースである。
また、同じサブフレーム内で、基地局１０１は、ＰＤＣＣＨ領域あるいはＥ－ＰＤＣＣＨ
領域内における下りリンクグラントに関連して、第２のセルにおける下りリンク送信デー
タを送信するに際し、この下りリンク送信データに対応するＨＡＲＱ応答情報の報告に用
いる上りリンク制御チャネルリソースと対応したＰＤＣＣＨリソースあるいはＥ－ＰＤＣ
ＣＨリソースに下りリンクグラントを割り当てる。あるいは、ＰＤＣＣＨ領域あるいはＥ
－ＰＤＣＣＨ領域内における下りリンクグラントに関連して、第２のセルにおける下りリ
ンク送信データを送信するに際し、この下りリンクグラント内の所定のフィールドを用い
て、ＨＡＲＱ応答情報の報告に用いる上りリンク制御チャネルリソース候補のうちの１つ
（１組）の上りリンク制御チャネルリソースを指定する。さらに、基地局１０１は、これ
ら上りリンク制御チャネルリソースをモニタリングして、ＨＡＲＱ応答情報を抽出する。
【００８９】
　また、端末１０２は、ＰＤＣＣＨ領域あるいはＥ－ＰＤＣＣＨ領域内において下りリン
クグラントを検出した場合、この下りリンクグラントに関連する第１のセルにおける下り
リンク送信データに対するＨＡＲＱ応答情報の報告に用いるＰＵＣＣＨリソースとして、
下りリンクグラントを検出したＰＤＣＣＨリソースあるいはＥ－ＰＤＣＣＨリソースに対
応するＰＵＣＣＨリソースを設定する。また、同じサブフレーム内で、端末１０２は、Ｐ
ＤＣＣＨ領域あるいはＥ－ＰＤＣＣＨ領域内において下りリンクグラントを検出した場合
、この下りリンクグラントに関連する第２のセルにおける下りリンク送信データに対する
ＨＡＲＱ応答情報の報告に用いるＰＵＣＣＨリソースとして、下りリンクグラントを検出
したＰＤＣＣＨリソースあるいはＥ－ＰＤＣＣＨリソースに対応するＰＵＣＣＨリソース
を設定する。あるいは、ＰＤＣＣＨ領域あるいはＥ－ＰＤＣＣＨ領域内における下りリン
クグラントを検出した場合、この下りリンクグラントに関連する第２のセルにおける下り
リンク送信データに対するＨＡＲＱ応答情報の報告に用いるＰＵＣＣＨリソースとして、
この下りリンクグラント内の所定のフィールドを用いて指定された１つ（１組）の上りリ
ンク制御チャネルリソースを設定する。
【００９０】
　さらに、端末１０２は、第１のセルにおける下りリンク送信データに対するＨＡＲＱ応
答情報および第２のセルにおける下りリンク送信データに対するＨＡＲＱ応答情報に応じ
て、設定された２つ（２組）のＰＵＣＣＨリソースから、１つ（１組）のＰＵＣＣＨリソ
ースを選択し、選択したＰＵＣＣＨリソースを用いて、第１のセルにおける下りリンク送
信データに対するＨＡＲＱ応答情報および第２のセルにおける下りリンク送信データに対
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するＨＡＲＱ応答情報を示す制御情報を報告する
【００９１】
　これにより、ＣＡ設定時にＥ－ＰＤＣＣＨを用いて下りリンクグラントを送受信する場
合においても、動的に上りリンク制御チャネルを端末に割り当てることができる。そのた
め、効率的に上りリンク制御チャネルを用いることが可能となる。
【００９２】
　（第２の実施形態）
　上記第１の実施形態では、動的に上りリンク制御チャネルを端末に割り当てる場合につ
いて説明した。以下、本発明の第２の実施形態では、準静的に上りリンク制御チャネルを
端末に割り当てる場合について説明する。本実施形態における通信システムは、図１に示
す通信システムと同様の構成を用いることができる。また、本実施形態における基地局１
０１および端末１０２のブロック構成は、図４および図５に示したブロック構成同様の構
成を用いることができる。
【００９３】
　図２１は、Ｅ－ＰＤＣＣＨの構成とＰＵＣＣＨリソースの割り当てを示す図である。な
お、図２１に示すＥ－ＰＤＣＣＨは、クロスインタリーブを採用する場合のＥ－ＰＤＣＣ
Ｈの構成とＰＵＣＣＨリソースの割り当てを示しており、Ｅ－ＰＤＣＣＨの構成は図１３
の構成と同様である。一方、このＥ－ＰＤＣＣＨの検出により示される下りリンク送信デ
ータのＨＡＲＱ応答情報に対して割り当てられたＰＵＣＣＨリソースを示すインデクスｎ
１

ＰＵＣＣＨがＲＲＣシグナリングを用いて予め設定される。なお、複数個のＰＵＣＣＨ
リソースが必要である場合は、設定されたｎ１

ＰＵＣＣＨより１大きいインデクスのＰＵ
ＣＣＨリソースを用いれば良い。
【００９４】
　図２２は、Ｅ－ＰＤＣＣＨの構成とＰＵＣＣＨリソースの割り当ての他の例を示す図で
ある。なお、図２２に示すＥ－ＰＤＣＣＨは、クロスインタリーブを採用しない場合のＥ
－ＰＤＣＣＨの構成とＰＵＣＣＨリソースの割り当てを示しており、Ｅ－ＰＤＣＣＨの構
成は図１４の構成と同様である。一方、このＥ－ＰＤＣＣＨの検出により示される下りリ
ンク送信データのＨＡＲＱ応答情報に対して割り当てられたＰＵＣＣＨリソースを示すイ
ンデクスｎ１

ＰＵＣＣＨがＲＲＣシグナリングを用いて予め設定される。なお、複数個の
ＰＵＣＣＨリソースが必要である場合は、設定されたｎ１

ＰＵＣＣＨより１大きいインデ
クスのＰＵＣＣＨリソースを用いれば良い。
【００９５】
　図２３は、ＨＡＲＱ応答情報の報告の手順の一例を示すシーケンス図である、まず、基
地局１０１はＲＲＣシグナリングを用いて、ＣＡを指定（設定、通知）する制御情報を端
末１０２に通知し、端末１０２は制御情報に基づいてＣＡを設定する（ステップＳ２３０
１）。
【００９６】
　次に、基地局１０１はＲＲＣシグナリングを用いて、Ｅ－ＰＤＣＣＨを指定（設定、通
知）する制御情報を端末１０２に通知し、端末１０２は制御情報に基づいてＥ－ＰＤＣＣ
Ｈを設定する（ステップＳ２３０２）。 
【００９７】
　また、基地局１０１はＲＲＣシグナリングを用いて、所定のＰＤＣＣＨあるいはＥ－Ｐ
ＤＣＣＨの検出によって示されるＰＤＳＣＨに対するＰＵＣＣＨリソースを指定（設定、
通知）する制御情報を端末１０２に通知し、端末１０２は制御情報に基づいてＰＵＣＣＨ
リソースの候補を設定する（ステップＳ２３０３）。なお、複数のＰＤＣＣＨあるいはＥ
－ＰＤＣＣＨのそれぞれに対して、ＰＵＣＣＨリソースを設定することもできる。
【００９８】
　なお、ここでは、基地局１０１がＣＡを設定した後、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域やＰＵＣＣＨ
リソースを設定する例を示しているが、これに限るものではない。例えば、基地局１０１
がＥ－ＰＤＣＣＨ領域やＰＵＣＣＨリソースを設定した後、ＣＡを設定するようにしても
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よいし、ＣＡとＥ－ＰＤＣＣＨ領域とＰＵＣＣＨリソースとを同時に設定するようにして
もよい。
【００９９】
　次に、基地局１０１はＰＣｅｌｌにおけるＰＤＣＣＨあるいはＥ－ＰＤＣＣＨを用いて
、下りリンクグラント１および下りリンクグラント２を送信し、ＰＣｅｌｌにおけるＰＤ
ＳＣＨを用いて、下りリンクグラント１に対応する下りリンク送信データ１を端末１０２
に送信する、端末１０２は下りリンクグラント１、下りリンクグラント２、および下りリ
ンク送信データ１を受信する（ステップＳ２３０４）。また、同じサブフレームにおいて
、基地局１０１は、ＳＣｅｌｌにおけるＰＤＳＣＨを用いて、下りリンクグラント２に対
応する下りリンク送信データ２を端末１０２に送信する。同じサブフレームにおいて、端
末１０２は下りリンク送信データ２を受信する（ステップＳ２３０５）。また、下りリン
ク送信データ１および下りリンク送信データ２を受信した端末１０２は、それぞれに対す
るＨＡＲＱ応答情報を生成する。
【０１００】
　このように、下りリンクグラント１の検出により示される下りリンク送信データ１に対
する１つ（１組）のＰＵＣＣＨリソースと、下りリンクグラント２の検出により示される
下りリンク送信データ２に対する１つ（１組）のＰＵＣＣＨリソースとが設定される。最
後に、端末１０２は、下りリンク送信データ１に対するＨＡＲＱ応答情報および下りリン
ク送信データ２に対するＨＡＲＱ応答情報に応じて、設定された２つ（２組）のＰＵＣＣ
Ｈリソースとから、１つ（１組）のＰＵＣＣＨリソースを選択し、選択したＰＵＣＣＨリ
ソースを用いて、下りリンク送信データ１に対するＨＡＲＱ応答情報および下りリンク送
信データ２に対するＨＡＲＱ応答情報を示す制御情報を報告する（ステップＳ２３０６）
。
【０１０１】
　図２４は、ＨＡＲＱ応答情報の報告の手順の他の一例を示すシーケンス図である、まず
、基地局１０１はＲＲＣシグナリングを用いて、ＣＡを指定（設定、通知）する制御情報
を端末１０２に通知し、端末１０２は制御情報に基づいてＣＡを設定する（ステップＳ２
４０１）。
【０１０２】
　次に、基地局１０１はＲＲＣシグナリングを用いて、Ｅ－ＰＤＣＣＨを指定（設定、通
知）する制御情報を端末１０２に通知し、端末１０２は制御情報に基づいてＥ－ＰＤＣＣ
Ｈを設定する（ステップＳ２４０２）。 
【０１０３】
　また、基地局１０１はＲＲＣシグナリングを用いて、所定のＰＤＣＣＨあるいはＥ－Ｐ
ＤＣＣＨの検出によって示されるＰＤＳＣＨに対するＰＵＣＣＨリソースを指定（設定、
通知）する制御情報を端末１０２に通知し、端末１０２は制御情報に基づいてＰＵＣＣＨ
リソースの候補を設定する（ステップＳ２４０３）。なお、複数のＰＤＣＣＨあるいはＥ
－ＰＤＣＣＨのそれぞれに対して、ＰＵＣＣＨリソースを設定することもできる。
【０１０４】
　また、基地局１０１はＲＲＣシグナリングを用いて、ＰＵＣＣＨリソースの候補（ＰＵ
ＣＣＨリソース候補）を指定（設定、通知）する制御情報を端末１０２に通知し、端末１
０２は制御情報に基づいてＰＵＣＣＨリソースの候補を設定する（ステップＳ２４０４）
。ここで、設定されるＰＵＣＣＨリソースの候補は図２０に示したＰＵＣＣＨリソース候
補の設定を用いることができる。
【０１０５】
　なお、ここでは、基地局１０１がＣＡを設定した後、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域やＰＵＣＣＨ
リソースやＰＵＣＣＨリソース候補を設定する例を示しているが、これに限るものではな
い。例えば、基地局１０１がＥ－ＰＤＣＣＨ領域やＰＵＣＣＨリソースやＰＵＣＣＨリソ
ース候補を設定した後、ＣＡを設定するようにしてもよいし、ＣＡとＥ－ＰＤＣＣＨ領域
とＰＵＣＣＨリソースとＰＵＣＣＨリソース候補とを同時に設定するようにしてもよい。
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【０１０６】
　次に、基地局１０１はＰＣｅｌｌにおけるＰＤＣＣＨあるいはＥ－ＰＤＣＣＨを用いて
、下りリンクグラント１を送信し、ＰＣｅｌｌにおけるＰＤＳＣＨを用いて、下りリンク
グラント１に対応する下りリンク送信データ１を端末１０２に送信する、端末１０２は下
りリンクグラント１および下りリンク送信データ１を受信する（ステップＳ２４０５）。
また、同じサブフレームにおいて、基地局１０１は、ＳＣｅｌｌにおけるＰＤＣＣＨある
いはＥ－ＰＤＣＣＨを用いて、下りリンクグラント２を送信し、ＳＣｅｌｌにおけるＰＤ
ＳＣＨを用いて、下りリンクグラント２に対応する下りリンク送信データ２を端末１０２
に送信する。同じサブフレームにおいて、端末１０２は下りリンクグラント２および下り
リンク送信データ２を受信する（ステップＳ２４０６）。また、下りリンク送信データ１
および下りリンク送信データ２を受信した端末１０２は、それぞれに対するＨＡＲＱ応答
情報を生成する。
【０１０７】
　ここで、基地局１０１は、下りリンクグラント２がＳＣｅｌｌにおけるＰＤＣＣＨにお
いて送信される場合、下りリンクグラント２内の所定のフィールド（例えばＴＰＣフィー
ルド）が示すビット系列に用いて、ＰＵＣＣＨリソース候補のうち１つのＰＵＣＣＨリソ
ースを指定する。端末１０２は、下りリンクグラント２がＳＣｅｌｌにおけるＰＤＣＣＨ
において受信された場合、下りリンクグラント２内の所定のフィールド（例えばＴＰＣフ
ィールド）が示すビット系列に応じて、ＰＵＣＣＨリソース候補のうち１つのＰＵＣＣＨ
リソースを設定する。
【０１０８】
　下りリンクグラント２がＳＣｅｌｌにおけるＥ－ＰＤＣＣＨにおいて送受信される場合
、上記と同様に、下りリンクグラント２内の所定のフィールドが示すビット系列に用いて
指定された、ＰＵＣＣＨリソース候補のうち１つのＰＵＣＣＨリソースを設定してもよい
。このとき、Ｅ－ＰＤＣＣＨにおいて送受信される下りリンクグラント２は、上記ＰＤＣ
ＣＨにおいてＰＵＣＣＨリソースを指定するために用いたフィールドとは別のフィールド
（例えば、専用フィールド）を用いてもよし、上記ＰＤＣＣＨと同様のフィールドを用い
てもよい。
【０１０９】
　あるいは、下りリンクグラント２がＳＣｅｌｌにおけるＥ－ＰＤＣＣＨにおいて送受信
される場合は、下りリンクグラント２のリソースの情報に基づいて決定されたＰＵＣＣＨ
リソースを設定してもよい。
【０１１０】
　このように、下りリンクグラント１の検出により示される下りリンク送信データ１に対
する１つ（１組）のＰＵＣＣＨリソースと、下りリンクグラント２の検出により示される
下りリンク送信データ２に対する１つ（１組）のＰＵＣＣＨリソースとが設定される。最
後に、端末１０２は、下りリンク送信データ１に対するＨＡＲＱ応答情報および下りリン
ク送信データ２に対するＨＡＲＱ応答情報に応じて、設定された２つ（２組）のＰＵＣＣ
Ｈリソースとから、１つ（１組）のＰＵＣＣＨリソースを選択し、選択したＰＵＣＣＨリ
ソースを用いて、下りリンク送信データ１に対するＨＡＲＱ応答情報および下りリンク送
信データ２に対するＨＡＲＱ応答情報を示す制御情報を報告する（ステップＳ２４０７）
。
【０１１１】
　以上のように、基地局１０１は、ＰＤＣＣＨ領域域内における下りリンクグラントに関
連して、第１のセルにおける下りリンク送信データを送信するに際し、この下りリンク送
信データに対応するＨＡＲＱ応答情報の報告に用いる上りリンク制御チャネルリソースと
対応したＰＤＣＣＨリソースに下りリンクグラントを割り当てる。好ましくは、ＰＤＣＣ
Ｈリソースを構成する要素のうち最小のインデクスを持つ要素におけるインデクスに所定
値を加算する。加算後の値に等しいインデクスを持つＰＵＣＣＨリソースがこのＥ－ＰＤ
ＣＣＨリソースに対応したＰＵＣＣＨリソースである。また、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域域内に
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おける下りリンクグラントに関連して、第１のセルにおける下りリンク送信データを送信
するに際し、予め準静的にＰＵＣＣＨリソースを割り当てる。また、同じサブフレーム内
で、基地局１０１は、ＰＤＣＣＨ領域あるいはＥ－ＰＤＣＣＨ領域内における下りリンク
グラントに関連して、第２のセルにおける下りリンク送信データを送信するに際し、この
下りリンク送信データに対応するＨＡＲＱ応答情報の報告に用いる上りリンク制御チャネ
ルリソースと対応したＰＤＣＣＨリソースあるいはＥ－ＰＤＣＣＨリソースに下りリンク
グラントを割り当てる。あるいは、ＰＤＣＣＨ領域あるいはＥ－ＰＤＣＣＨ領域内におけ
る下りリンクグラントに関連して、第２のセルにおける下りリンク送信データを送信する
に際し、この下りリンクグラント内の所定のフィールドを用いて、ＨＡＲＱ応答情報の報
告に用いる上りリンク制御チャネルリソース候補のうちの１つ（１組）の上りリンク制御
チャネルリソースを指定する。さらに、基地局１０１は、これら上りリンク制御チャネル
リソースをモニタリングして、ＨＡＲＱ応答情報を抽出する。
【０１１２】
　また、端末１０２は、ＰＤＣＣＨ領域において下りリンクグラントを検出した場合、こ
の下りリンクグラントに関連する第１のセルにおける下りリンク送信データに対するＨＡ
ＲＱ応答情報の報告に用いるＰＵＣＣＨリソースとして、下りリンクグラントを検出した
ＰＤＣＣＨリソースに対応するＰＵＣＣＨリソースを設定する。Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域にお
いて下りリンクグラントを検出した場合、この下りリンクグラントに関連する第１のセル
における下りリンク送信データに対するＨＡＲＱ応答情報の報告に用いるＰＵＣＣＨリソ
ースとして、予め基地局１０１により準静的に割り当てられたＰＵＣＣＨリソースを設定
する。また、同じサブフレーム内で、端末１０２は、ＰＤＣＣＨ領域あるいはＥ－ＰＤＣ
ＣＨ領域内において下りリンクグラントを検出した場合、この下りリンクグラントに関連
する第２のセルにおける下りリンク送信データに対するＨＡＲＱ応答情報の報告に用いる
ＰＵＣＣＨリソースとして、下りリンクグラントを検出したＰＤＣＣＨリソースあるいは
Ｅ－ＰＤＣＣＨリソースに対応するＰＵＣＣＨリソースを設定する。あるいは、ＰＤＣＣ
Ｈ領域あるいはＥ－ＰＤＣＣＨ領域内における下りリンクグラントを検出した場合、この
下りリンクグラントに関連する第２のセルにおける下りリンク送信データに対するＨＡＲ
Ｑ応答情報の報告に用いるＰＵＣＣＨリソースとして、この下りリンクグラント内の所定
のフィールドを用いて指定された１つ（１組）の上りリンク制御チャネルリソースを設定
する。
【０１１３】
　さらに、端末１０２は、第１のセルにおける下りリンク送信データに対するＨＡＲＱ応
答情報および第２のセルにおける下りリンク送信データに対するＨＡＲＱ応答情報に応じ
て、設定された２つ（２組）のＰＵＣＣＨリソースから、１つ（１組）のＰＵＣＣＨリソ
ースを選択し、選択したＰＵＣＣＨリソースを用いて、第１のセルにおける下りリンク送
信データに対するＨＡＲＱ応答情報および第２のセルにおける下りリンク送信データに対
するＨＡＲＱ応答情報を示す制御情報を報告する
【０１１４】
　これにより、ＣＡ設定時にＥ－ＰＤＣＣＨを用いて下りリンクグラントを送受信する場
合においても、効率的に上りリンク制御チャネルを端末に割り当てることができる。その
ため、効率的に上りリンク制御チャネルを用いることが可能となる。
【０１１５】
　（第３の実施形態）
　上記第１の実施形態では、動的に上りリンク制御チャネルを端末に割り当てる場合につ
いて説明した。以下、本発明の第３の実施形態では、準静的に設定された複数の上りリン
ク制御チャネルのうち、動的に指定された上りリンク制御チャネルを端末に割り当てる場
合について説明する。本実施形態における通信システムは、図１に示す通信システムと同
様の構成を用いることができる。また、本実施形態における基地局１０１および端末１０
２のブロック構成は、図４および図５に示したブロック構成同様の構成を用いることがで
きる。
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【０１１６】
　図２５は、Ｅ－ＰＤＣＣＨの構成とＰＵＣＣＨリソースの割り当てを示す図である。な
お、図２５に示すＥ－ＰＤＣＣＨは、クロスインタリーブを採用する場合のＥ－ＰＤＣＣ
Ｈの構成とＰＵＣＣＨリソースの割り当てを示しており、Ｅ－ＰＤＣＣＨの構成は図１３
の構成と同様である。一方、このＥ－ＰＤＣＣＨの検出により示される下りリンク送信デ
ータのＨＡＲＱ応答情報に対して割り当てられたＰＵＣＣＨリソースを示すインデクスｎ
１

ＰＵＣＣＨが下りリンクグラントを用いて指定される。なお、複数個のＰＵＣＣＨリソ
ースが必要である場合は、ＰＵＣＣＨリソースを示すインデクスｎ１

ＰＵＣＣＨの組が指
定される。
【０１１７】
　図２６は、Ｅ－ＰＤＣＣＨの構成とＰＵＣＣＨリソースの割り当ての他の例を示す図で
ある。なお、図２６に示すＥ－ＰＤＣＣＨは、クロスインタリーブを採用しない場合のＥ
－ＰＤＣＣＨの構成とＰＵＣＣＨリソースの割り当てを示しており、Ｅ－ＰＤＣＣＨの構
成は図１４の構成と同様である。一方、このＥ－ＰＤＣＣＨの検出により示される下りリ
ンク送信データのＨＡＲＱ応答情報に対して割り当てられたＰＵＣＣＨリソースを示すイ
ンデクスｎ１

ＰＵＣＣＨが下りリンクグラントを用いて指定される。なお、複数個のＰＵ
ＣＣＨリソースが必要である場合は、ＰＵＣＣＨリソースを示すインデクスｎ１

ＰＵＣＣ

Ｈの組が指定される。
【０１１８】
　図２７は、ＨＡＲＱ応答情報の報告の手順の一例を示すシーケンス図である、まず、基
地局１０１はＲＲＣシグナリングを用いて、ＣＡを指定（設定、通知）する制御情報を端
末１０２に通知し、端末１０２は制御情報に基づいてＣＡを設定する（ステップＳ２７０
１）。
【０１１９】
　次に、基地局１０１はＲＲＣシグナリングを用いて、Ｅ－ＰＤＣＣＨを指定（設定、通
知）する制御情報を端末１０２に通知し、端末１０２は制御情報に基づいてＥ－ＰＤＣＣ
Ｈを設定する（ステップＳ２７０２）。 
【０１２０】
　また、基地局１０１はＲＲＣシグナリングを用いて、所定のＰＤＣＣＨあるいはＥ－Ｐ
ＤＣＣＨの検出によって示されるＰＤＳＣＨに対するＰＵＣＣＨリソースを指定（設定、
通知）する制御情報を端末１０２に通知し、端末１０２は制御情報に基づいてＰＵＣＣＨ
リソースの候補を設定する（ステップＳ２７０３）。なお、複数のＰＤＣＣＨあるいはＥ
－ＰＤＣＣＨのそれぞれに対して、ＰＵＣＣＨリソースを設定することもできる。なお、
ＰＵＣＣＨリソース候補に関しては、第１の実施形態で述べたＰＵＣＣＨリソース候補と
同様である。
【０１２１】
　なお、ここでは、基地局１０１がＣＡを設定した後、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域やＰＵＣＣＨ
リソース候補を設定する例を示しているが、これに限るものではない。例えば、基地局１
０１がＥ－ＰＤＣＣＨ領域やＰＵＣＣＨリソース候補を設定した後、ＣＡを設定するよう
にしてもよいし、ＣＡとＥ－ＰＤＣＣＨ領域とＰＵＣＣＨリソース候補とを同時に設定す
るようにしてもよい。
【０１２２】
　次に、基地局１０１はＰＣｅｌｌにおけるＰＤＣＣＨあるいはＥ－ＰＤＣＣＨを用いて
、下りリンクグラント１および下りリンクグラント２を送信し、ＰＣｅｌｌにおけるＰＤ
ＳＣＨを用いて、下りリンクグラント１に対応する下りリンク送信データ１を端末１０２
に送信する、端末１０２は下りリンクグラント１、下りリンクグラント２、および下りリ
ンク送信データ１を受信する（ステップＳ２７０４）。また、同じサブフレームにおいて
、基地局１０１は、ＳＣｅｌｌにおけるＰＤＳＣＨを用いて、下りリンクグラント２に対
応する下りリンク送信データ２を端末１０２に送信する。同じサブフレームにおいて、端
末１０２は下りリンク送信データ２を受信する（ステップＳ２７０５）。また、下りリン
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ク送信データ１および下りリンク送信データ２を受信した端末１０２は、それぞれに対す
るＨＡＲＱ応答情報を生成する。
【０１２３】
　ここで、基地局１０１は、下りリンクグラント１がＰＣｅｌｌにおけるＰＤＳＣＨに関
連する場合、下りリンクグラント１内の所定のフィールドが示すビット系列に用いて、Ｐ
ＵＣＣＨリソース候補のうち１つのＰＵＣＣＨリソースを指定する。なお、所定のフィー
ルドはＴＰＣフィールドとは別のフィールドであることが好ましい。
【０１２４】
　基地局１０１は、下りリンクグラント２がＳＣｅｌｌにおけるＰＤＳＣＨに関連する場
合、下りリンクグラント２内の所定のフィールド（例えばＴＰＣフィールド）が示すビッ
ト系列に用いて、ＰＵＣＣＨリソース候補のうち１つのＰＵＣＣＨリソースを指定する。
端末１０２は、下りリンクグラント２がＳＣｅｌｌにおけるＰＤＣＣＨにおいて受信され
た場合、下りリンクグラント２内の所定のフィールド（例えばＴＰＣフィールド）が示す
ビット系列に応じて、ＰＵＣＣＨリソース候補のうち１つのＰＵＣＣＨリソースを設定す
る。あるいは、下りリンクグラント２内の所定のフィールドが示すビット系列に用いて指
定された、ＰＵＣＣＨリソース候補のうち１つのＰＵＣＣＨリソースを設定してもよい。
このとき、Ｅ－ＰＤＣＣＨにおいて送受信される下りリンクグラント２は、上記ＰＤＣＣ
ＨにおいてＰＵＣＣＨリソースを指定するために用いたフィールドとは別のフィールド（
例えば、専用フィールド）を用いてもよし、上記ＰＤＣＣＨと同様のフィールドを用いて
もよい。
【０１２５】
　あるいは、下りリンクグラント２がＳＣｅｌｌにおけるＰＤＳＣＨに関連する場合は、
下りリンクグラント２のリソースの情報に基づいて決定されたＰＵＣＣＨリソースを設定
してもよい。
【０１２６】
　なお、ＰＣｅｌｌにおけるＰＤＳＣＨに関連するＥ－ＰＤＣＣＨにおいて送受信される
場合に用いられるＰＵＣＣＨリソース候補と、ＳＣｅｌｌにおけるＰＤＳＣＨに関連する
Ｅ－ＰＤＣＣＨにおいて送受信される場合に用いられるＰＵＣＣＨリソース候補とは、同
じＰＵＣＣＨリソース候補であってもよい。このとき、ステップＳ２７０３において設定
されるＰＵＣＣＨリソース候補は１つである。
【０１２７】
　あるいは、ＰＣｅｌｌにおけるＰＤＳＣＨに関連するＥ－ＰＤＣＣＨにおいて送受信さ
れる場合に用いられるＰＵＣＣＨリソース候補と、ＳＣｅｌｌにおけるＰＤＳＣＨに関連
するＥ－ＰＤＣＣＨにおいて送受信される場合に用いられるＰＵＣＣＨリソース候補とは
、個別のＰＵＣＣＨリソース候補であってもよい。このとき、ステップＳ２７０３におい
て設定されるＰＵＣＣＨリソース候補は複数（セル毎）である。
【０１２８】
　このように、下りリンクグラント１の検出により示される下りリンク送信データ１に対
する１つ（１組）のＰＵＣＣＨリソースと、下りリンクグラント２の検出により示される
下りリンク送信データ２に対する１つ（１組）のＰＵＣＣＨリソースとが設定される。最
後に、端末１０２は、下りリンク送信データ１に対するＨＡＲＱ応答情報および下りリン
ク送信データ２に対するＨＡＲＱ応答情報に応じて、設定された２つ（２組）のＰＵＣＣ
Ｈリソースとから、１つ（１組）のＰＵＣＣＨリソースを選択し、選択したＰＵＣＣＨリ
ソースを用いて、下りリンク送信データ１に対するＨＡＲＱ応答情報および下りリンク送
信データ２に対するＨＡＲＱ応答情報を示す制御情報を報告する（ステップＳ２７０６）
。
【０１２９】
　図２８は、ＨＡＲＱ応答情報の報告の手順の他の一例を示すシーケンス図である、まず
、基地局１０１はＲＲＣシグナリングを用いて、ＣＡを指定（設定、通知）する制御情報
を端末１０２に通知し、端末１０２は制御情報に基づいてＣＡを設定する（ステップＳ２
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８０１）。
【０１３０】
　次に、基地局１０１はＲＲＣシグナリングを用いて、Ｅ－ＰＤＣＣＨを指定（設定、通
知）する制御情報を端末１０２に通知し、端末１０２は制御情報に基づいてＥ－ＰＤＣＣ
Ｈを設定する（ステップＳ２８０２）。 
【０１３１】
　また、基地局１０１はＲＲＣシグナリングを用いて、所定のＰＤＣＣＨあるいはＥ－Ｐ
ＤＣＣＨの検出によって示されるＰＤＳＣＨに対するＰＵＣＣＨリソースを指定（設定、
通知）する制御情報を端末１０２に通知し、端末１０２は制御情報に基づいてＰＵＣＣＨ
リソースの候補を設定する（ステップＳ２８０３）。なお、複数のＰＤＣＣＨあるいはＥ
－ＰＤＣＣＨのそれぞれに対して、ＰＵＣＣＨリソースを設定することもできる。なお、
ＰＵＣＣＨリソース候補に関しては、第１の実施形態で述べたＰＵＣＣＨリソース候補と
同様である。
【０１３２】
　なお、ここでは、基地局１０１がＣＡを設定した後、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域やＰＵＣＣＨ
リソース候補を設定する例を示しているが、これに限るものではない。例えば、基地局１
０１がＥ－ＰＤＣＣＨ領域やＰＵＣＣＨリソース候補を設定した後、ＣＡを設定するよう
にしてもよいし、ＣＡとＥ－ＰＤＣＣＨ領域とＰＵＣＣＨリソース候補とを同時に設定す
るようにしてもよい。
【０１３３】
　次に、基地局１０１はＰＣｅｌｌにおけるＰＤＣＣＨあるいはＥ－ＰＤＣＣＨを用いて
、下りリンクグラント１を送信し、ＰＣｅｌｌにおけるＰＤＳＣＨを用いて、下りリンク
グラント１に対応する下りリンク送信データ１を端末１０２に送信する、端末１０２は下
りリンクグラント１および下りリンク送信データ１を受信する（ステップＳ２８０４）。
また、同じサブフレームにおいて、基地局１０１は、ＳＣｅｌｌにおけるＰＤＣＣＨある
いはＥ－ＰＤＣＣＨを用いて、下りリンクグラント２を送信し、ＳＣｅｌｌにおけるＰＤ
ＳＣＨを用いて、下りリンクグラント２に対応する下りリンク送信データ２を端末１０２
に送信する。同じサブフレームにおいて、端末１０２は、下りリンクグラント２および下
りリンク送信データ２を受信する（ステップＳ２８０５）。また、下りリンク送信データ
１および下りリンク送信データ２を受信した端末１０２は、それぞれに対するＨＡＲＱ応
答情報を生成する。
【０１３４】
　ここで、基地局１０１は、下りリンクグラント１がＰＣｅｌｌにおけるＥ－ＰＤＣＣＨ
において送信される場合、下りリンクグラント１内の所定のフィールドが示すビット系列
に用いて、ＰＵＣＣＨリソース候補のうち１つのＰＵＣＣＨリソースを指定する。なお、
所定のフィールドはＴＰＣフィールドとは別のフィールドであることが好ましい。
【０１３５】
　基地局１０１は、下りリンクグラント２がＳＣｅｌｌにおけるＰＤＣＣＨにおいて送信
される場合、下りリンクグラント２内の所定のフィールド（例えばＴＰＣフィールド）が
示すビット系列に用いて、ＰＵＣＣＨリソース候補のうち１つのＰＵＣＣＨリソースを指
定する。端末１０２は、下りリンクグラント２がＳＣｅｌｌにおけるＰＤＣＣＨにおいて
受信された場合、下りリンクグラント２内の所定のフィールド（例えばＴＰＣフィールド
）が示すビット系列に応じて、ＰＵＣＣＨリソース候補のうち１つのＰＵＣＣＨリソース
を設定する。
【０１３６】
　下りリンクグラント２がＳＣｅｌｌにおけるＥ－ＰＤＣＣＨにおいて送受信される場合
、上記と同様に、下りリンクグラント２内の所定のフィールドが示すビット系列に用いて
指定された、ＰＵＣＣＨリソース候補のうち１つのＰＵＣＣＨリソースを設定してもよい
。このとき、Ｅ－ＰＤＣＣＨにおいて送受信される下りリンクグラント２は、上記ＰＤＣ
ＣＨにおいてＰＵＣＣＨリソースを指定するために用いたフィールドとは別のフィールド
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（例えば、専用フィールド）を用いてもよし、上記ＰＤＣＣＨと同様のフィールドを用い
てもよい。
【０１３７】
　あるいは、下りリンクグラント２がＳＣｅｌｌにおけるＥ－ＰＤＣＣＨにおいて送受信
される場合は、下りリンクグラント２のリソースの情報に基づいて決定されたＰＵＣＣＨ
リソースを設定してもよい。
【０１３８】
　なお、ＰＣｅｌｌにおけるＥ－ＰＤＣＣＨにおいて送受信される場合に用いられるＰＵ
ＣＣＨリソース候補と、ＳＣｅｌｌにおけるＥ－ＰＤＣＣＨにおいて送受信される場合に
用いられるＰＵＣＣＨリソース候補とは、同じＰＵＣＣＨリソース候補であってもよい。
このとき、ステップＳ２８０３において設定されるＰＵＣＣＨリソース候補は１つである
。
【０１３９】
　あるいは、ＰＣｅｌｌにおけるＥ－ＰＤＣＣＨにおいて送受信される場合に用いられる
ＰＵＣＣＨリソース候補と、ＳＣｅｌｌにおけるＥ－ＰＤＣＣＨにおいて送受信される場
合に用いられるＰＵＣＣＨリソース候補とは、個別のＰＵＣＣＨリソース候補であっても
よい。このとき、ステップＳ２８０３において設定されるＰＵＣＣＨリソース候補は複数
（セル毎）である。
【０１４０】
　このように、下りリンクグラント１の検出により示される下りリンク送信データ１に対
する１つ（１組）のＰＵＣＣＨリソースと、下りリンクグラント２の検出により示される
下りリンク送信データ２に対する１つ（１組）のＰＵＣＣＨリソースとが設定される。最
後に、端末１０２は、下りリンク送信データ１に対するＨＡＲＱ応答情報および下りリン
ク送信データ２に対するＨＡＲＱ応答情報に応じて、設定された２つ（２組）のＰＵＣＣ
Ｈリソースとから、１つ（１組）のＰＵＣＣＨリソースを選択し、選択したＰＵＣＣＨリ
ソースを用いて、下りリンク送信データ１に対するＨＡＲＱ応答情報および下りリンク送
信データ２に対するＨＡＲＱ応答情報を示す制御情報を報告する（ステップＳ２８０６）
。
【０１４１】
　以上のように、基地局１０１は、ＰＤＣＣＨ領域域内における下りリンクグラントに関
連して、第１のセルにおける下りリンク送信データを送信するに際し、この下りリンク送
信データに対応するＨＡＲＱ応答情報の報告に用いる上りリンク制御チャネルリソースと
対応したＰＤＣＣＨリソースに下りリンクグラントを割り当てる。好ましくは、ＰＤＣＣ
Ｈリソースを構成する要素のうち最小のインデクスを持つ要素におけるインデクスに所定
値を加算する。加算後の値に等しいインデクスを持つＰＵＣＣＨリソースがこのＰＤＣＣ
Ｈリソースに対応したＰＵＣＣＨリソースである。また、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域域内におけ
る下りリンクグラントに関連して、第１のセルにおける下りリンク送信データを送信する
に際し、この下りリンクグラント内の所定のフィールドを用いて、ＨＡＲＱ応答情報の報
告に用いる上りリンク制御チャネルリソース候補のうちの１つ（１組）の上りリンク制御
チャネルリソースを指定する。また、同じサブフレーム内で、基地局１０１は、ＰＤＣＣ
Ｈ領域あるいはＥ－ＰＤＣＣＨ領域内における下りリンクグラントに関連して、第２のセ
ルにおける下りリンク送信データを送信するに際し、この下りリンク送信データに対応す
るＨＡＲＱ応答情報の報告に用いる上りリンク制御チャネルリソースと対応したＰＤＣＣ
ＨリソースあるいはＥ－ＰＤＣＣＨリソースに下りリンクグラントを割り当てる。あるい
は、ＰＤＣＣＨ領域あるいはＥ－ＰＤＣＣＨ領域内における下りリンクグラントに関連し
て、第２のセルにおける下りリンク送信データを送信するに際し、この下りリンクグラン
ト内の所定のフィールドを用いて、ＨＡＲＱ応答情報の報告に用いる上りリンク制御チャ
ネルリソース候補のうちの１つ（１組）の上りリンク制御チャネルリソースを指定する。
さらに、基地局１０１は、これら上りリンク制御チャネルリソースをモニタリングして、
ＨＡＲＱ応答情報を抽出する。
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【０１４２】
　また、端末１０２は、ＰＤＣＣＨ領域において下りリンクグラントを検出した場合、こ
の下りリンクグラントに関連する第１のセルにおける下りリンク送信データに対するＨＡ
ＲＱ応答情報の報告に用いるＰＵＣＣＨリソースとして、下りリンクグラントを検出した
ＰＤＣＣＨリソースに対応するＰＵＣＣＨリソースを設定する。Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域にお
いて下りリンクグラントを検出した場合、この下りリンクグラントに関連する第１のセル
における下りリンク送信データに対するＨＡＲＱ応答情報の報告に用いるＰＵＣＣＨリソ
ースとして、この下りリンクグラント内の所定のフィールドを用いて指定された１つ（１
組）の上りリンク制御チャネルリソースを設定する。また、同じサブフレーム内で、端末
１０２は、ＰＤＣＣＨ領域あるいはＥ－ＰＤＣＣＨ領域内において下りリンクグラントを
検出した場合、この下りリンクグラントに関連する第２のセルにおける下りリンク送信デ
ータに対するＨＡＲＱ応答情報の報告に用いるＰＵＣＣＨリソースとして、下りリンクグ
ラントを検出したＰＤＣＣＨリソースあるいはＥ－ＰＤＣＣＨリソースに対応するＰＵＣ
ＣＨリソースを設定する。あるいは、ＰＤＣＣＨ領域あるいはＥ－ＰＤＣＣＨ領域内にお
ける下りリンクグラントを検出した場合、この下りリンクグラントに関連する第２のセル
における下りリンク送信データに対するＨＡＲＱ応答情報の報告に用いるＰＵＣＣＨリソ
ースとして、この下りリンクグラント内の所定のフィールドを用いて指定された１つ（１
組）の上りリンク制御チャネルリソースを設定する。
【０１４３】
　さらに、端末１０２は、第１のセルにおける下りリンク送信データに対するＨＡＲＱ応
答情報および第２のセルにおける下りリンク送信データに対するＨＡＲＱ応答情報に応じ
て、設定された２つ（２組）のＰＵＣＣＨリソースから、１つ（１組）のＰＵＣＣＨリソ
ースを選択し、選択したＰＵＣＣＨリソースを用いて、第１のセルにおける下りリンク送
信データに対するＨＡＲＱ応答情報および第２のセルにおける下りリンク送信データに対
するＨＡＲＱ応答情報を示す制御情報を報告する
【０１４４】
　これにより、ＣＡ設定時にＥ－ＰＤＣＣＨを用いて下りリンクグラントを送受信する場
合においても、動的に上りリンク制御チャネルを端末に割り当てることができる。そのた
め、効率的に上りリンク制御チャネルを用いることが可能となる。
【０１４５】
　（第４の実施形態）
　上記第１から第３の実施形態では、チャネル選択に用いる上りリンク制御チャネルリソ
ースを割り当てる様々な方法について説明した。以下、本発明の第４の実施形態では、上
記第１から第３の実施形態において説明した上りリンク制御チャネルリソースを割り当て
る様々な方法の組み合わせについて説明する。なお、本実施形態では、これらの組み合わ
せの一部について説明するが、その他の組み合わせを用いてもよいのは勿論である。
【０１４６】
　＜第１の組み合わせ＞
　端末１０２は、下記の（１－１）～（１－３）に示される方法で設定された２つ（２組
）のＰＵＣＣＨリソースを用いてチャネル選択を行う。基地局１０１は、下記の方法で設
定された２つ（２組）のＰＵＣＣＨリソースをモニタリングして、ＰＤＳＣＨ送信に対す
るＨＡＲＱ応答情報を抽出する。
　　（１－１）ＰＣｅｌｌの所定のサブフレーム（例えば、ＨＡＲＱ応答情報を報告する
サブフレーム（サブフレームｎ）の４つ前のサブフレーム（サブフレームｎ－４）など）
における関連ＰＤＣＣＨあるいは関連Ｅ－ＰＤＣＣＨの検出によって示されるＰＤＳＣＨ
送信に対して、あるいはＰＣｅｌｌにおける所定のサブフレーム（例えばサブフレームｎ
－４）内のＳＰＳ（Ｓｅｍｉ　Ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ）リリース
を示すＰＤＣＣＨあるいはＥ－ＰＤＣＣＨに対して、設定されるＰＵＣＣＨリソースはｎ
１

ＰＵＣＣＨ＝ｎ１ｓｔ＋Ｎ１（＋ＮＤ）である。ここで、ｎＣＣＥ、１ｓｔはＰＤＣＣ
ＨあるいはＥ－ＰＤＣＣＨを構成する最初の要素（ＣＣＥあるいはＶＲＢ）の番号（イン
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デクス）である。
　　（１－２）所定のサブフレーム（例えばサブフレームｎ－４）内に関連ＰＤＣＣＨあ
るいは関連Ｅ－ＰＤＣＣＨが無い場合のＰＣｅｌｌにおけるＰＤＳＣＨ送信に対して、設
定されるＰＵＣＣＨリソースは上位層により設定されたｎ１

ＰＵＣＣＨである。
　　（１－３）ＳＣｅｌｌの所定のサブフレーム（例えばサブフレームｎ－４）内におけ
る関連ＰＤＣＣＨあるいは関連Ｅ－ＰＤＣＣＨによって示されるＰＤＳＣＨ送信に対して
、設定されるＰＵＣＣＨリソースの候補ｎ１

ＰＵＣＣＨ，ＲＲＣが上位層により設定され
る。さらに、関連ＰＤＣＣＨのＤＣＩフォーマット内のＴＰＣフィールドあるいは関連Ｅ
－ＰＤＣＣＨのＤＣＩフォーマット内の所定フィールド（例えばＴＰＣフィールドや専用
フィールド）が、上位層で設定されたＰＵＣＣＨリソースの候補から１つのＰＵＣＣＨリ
ソースｎ１

ＰＵＣＣＨを決定するために使われる。
【０１４７】
　すなわち、ＰＣｅｌｌにおけるＰＤＣＣＨあるいはＥ－ＰＤＣＣＨに対しては、最初の
ＣＣＥ（ＶＲＢ）インデクスからＰＵＣＣＨリソースを算出し、ＳＣｅｌｌのＰＤＣＣＨ
あるいはＥ－ＰＤＣＣＨに対しては、ＲＲＣシグナリングにより準静的に設定された４つ
のＰＵＣＣＨリソースから動的に１つのＰＵＣＣＨリソースが指定される。
【０１４８】
　ここで、ＳＰＳとは、周期的にＰＤＳＣＨを割り当てるスケジューリング方法である。
最初のＰＤＳＣＨ送信に対しては、通常のスケジューリングと同様、同一サブフレーム内
にＳＰＳの開始（ＳＰＳアクティベート）を示すＰＤＣＣＨあるいはＥ－ＰＤＣＣＨが配
置される。一方、２つ目移行のＰＤＳＣＨ送信に対しては、同一サブフレーム内に関連Ｐ
ＤＣＣＨあるいは関連Ｅ－ＰＤＣＣＨ無しにＰＤＳＣＨを割り当てることができる。また
、最後のＰＤＳＣＨ送信後、ＳＰＳの終了（ＳＰＳリリース）を示すＰＤＣＣＨあるいは
Ｅ－ＰＤＣＣＨが送信される。（１－２）に記載のＰＤＳＣＨは、ＳＰＳによる２つ目移
行のＰＤＳＣＨ送信を意味している。
【０１４９】
　＜第２の組み合わせ＞
　端末１０２は、下記の（２－１）～（２－３）に示される方法で設定された２つ（２組
）のＰＵＣＣＨリソースを用いてチャネル選択を行う。基地局１０１は、下記の方法で設
定された２つ（２組）のＰＵＣＣＨリソースをモニタリングして、ＰＤＳＣＨ送信に対す
るＨＡＲＱ応答情報を抽出する。
　　（２－１）ＰＣｅｌｌの所定のサブフレーム（例えば、サブフレームｎ－４）におけ
る関連ＰＤＣＣＨの検出によって示されるＰＤＳＣＨ送信に対して、あるいはＰＣｅｌｌ
における所定のサブフレーム（例えばサブフレームｎ－４）内のＳＰＳリリースを示すＰ
ＤＣＣＨあるいはＥ－ＰＤＣＣＨに対して、設定されるＰＵＣＣＨリソースはｎ１

ＰＵＣ

ＣＨ＝ｎ１ｓｔ＋Ｎ１（＋ＮＤ）である。 
　　（２－２）所定のサブフレーム（例えばサブフレームｎ－４）内に関連ＰＤＣＣＨあ
るいは関連Ｅ－ＰＤＣＣＨが無い場合のＰＣｅｌｌにおけるＰＤＳＣＨ送信に対して、あ
るいは所定のサブフレーム（例えばサブフレームｎ－４）における関連Ｅ－ＰＤＣＣＨの
検出によって示されるＰＣｅｌｌにおけるＰＤＳＣＨ送信に対して、設定されるＰＵＣＣ
Ｈリソースは上位層により設定されたｎ１

ＰＵＣＣＨである。
　　（２－３）ＳＣｅｌｌの所定のサブフレーム（例えばサブフレームｎ－４）内におけ
る関連ＰＤＣＣＨあるいは関連Ｅ－ＰＤＣＣＨによって示されるＰＤＳＣＨ送信に対して
、設定されるＰＵＣＣＨリソースの候補ｎ１

ＰＵＣＣＨ，ＲＲＣが上位層により設定され
る。さらに、関連ＰＤＣＣＨのＤＣＩフォーマット内のＴＰＣフィールドあるいは関連Ｅ
－ＰＤＣＣＨのＤＣＩフォーマット内の所定フィールド（例えばＴＰＣフィールドや専用
フィールド）が、上位層で設定されたＰＵＣＣＨリソースの候補から１つのＰＵＣＣＨリ
ソースｎ１

ＰＵＣＣＨを決定するために使われる。
【０１５０】
　すなわち、ＰＣｅｌｌにおけるＰＤＣＣＨに対しては、最初のＣＣＥ（ＶＲＢ）インデ
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クスからＰＵＣＣＨリソースを算出し、ＰＣｅｌｌにおけるＥ－ＰＤＣＣＨに対しては、
ＲＲＣシグナリングにより準静的にＰＵＣＣＨリソースが設定され、ＳＣｅｌｌのＰＤＣ
ＣＨあるいはＥ－ＰＤＣＣＨに対しては、ＲＲＣシグナリングにより準静的に設定された
４つのＰＵＣＣＨリソースから動的に１つのＰＵＣＣＨリソースが指定される。
【０１５１】
　ここで、（２－２）に記載の所定のサブフレーム内に関連ＰＤＣＣＨあるいは関連Ｅ－
ＰＤＣＣＨが無い場合のＰＣｅｌｌにおけるＰＤＳＣＨ送信は、ＳＰＳによる２つ目移行
のＰＤＳＣＨ送信を意味している。ＳＰＳによる２つ目移行のＰＤＳＣＨ送信に対してＲ
ＲＣシグナリングで設定されるＰＵＣＣＨリソースと、所定のサブフレーム（例えばサブ
フレームｎ－４）における関連Ｅ－ＰＤＣＣＨの検出によって示されるＰＣｅｌｌにおけ
るＰＤＳＣＨ送信に対してＲＲＣシグナリングで設定されるＰＵＣＣＨリソースは、同じ
リソースを用いることができる。言い換えると、これら両方のＰＤＳＣＨ送信に対して、
１つのＰＵＣＣＨリソースを設定することができる。 
【０１５２】
　あるいは、ＳＰＳによる２つ目移行のＰＤＳＣＨ送信に対してＲＲＣシグナリングで設
定されるＰＵＣＣＨリソースと、所定のサブフレーム（例えばサブフレームｎ－４）にお
ける関連Ｅ－ＰＤＣＣＨの検出によって示されるＰＣｅｌｌにおけるＰＤＳＣＨ送信に対
してＲＲＣシグナリングで設定されるＰＵＣＣＨリソースは、個別のリソースを用いても
よい。言い換えると、これらのＰＤＳＣＨ送信のそれぞれに対して、１つずつのＰＵＣＣ
Ｈリソースを設定してもよい。
【０１５３】
　＜第３の組み合わせ＞
　端末１０２は、下記の（３－１）～（３－３）に示される方法で設定された２つ（２組
）のＰＵＣＣＨリソースを用いてチャネル選択を行う。基地局１０１は、下記の方法で設
定された２つ（２組）のＰＵＣＣＨリソースをモニタリングして、ＰＤＳＣＨ送信に対す
るＨＡＲＱ応答情報を抽出する。
　　（３－１）ＰＣｅｌｌの所定のサブフレーム（例えばサブフレームｎ－４）における
関連ＰＤＣＣＨの検出によって示されるＰＤＳＣＨ送信に対して、あるいはＰＣｅｌｌに
おける所定のサブフレーム（例えばサブフレームｎ－４）内のＳＰＳリリースを示すＰＤ
ＣＣＨあるいはＥ－ＰＤＣＣＨに対して、設定されるＰＵＣＣＨリソースはｎ１

ＰＵＣＣ

Ｈ＝ｎ１ｓｔ＋Ｎ１（＋ＮＤ）である。
　　（３－２）所定のサブフレーム（例えばサブフレームｎ－４）内に関連ＰＤＣＣＨあ
るいは関連Ｅ－ＰＤＣＣＨが無い場合のＰＣｅｌｌにおけるＰＤＳＣＨ送信に対して、設
定されるＰＵＣＣＨリソースは上位層により設定されたｎ１

ＰＵＣＣＨである。
　　（３－３）ＳＣｅｌｌの所定のサブフレーム（例えばサブフレームｎ－４）内におけ
る関連ＰＤＣＣＨによって示されるＰＤＳＣＨ送信に対して、あるいは所定のサブフレー
ム（例えばサブフレームｎ－４）内における関連Ｅ－ＰＤＣＣＨによって示されるＰＤＳ
ＣＨ送信に対して、設定されるＰＵＣＣＨリソースの候補ｎ１

ＰＵＣＣＨ，ＲＲＣが上位
層により設定される。さらに、関連ＰＤＣＣＨのＤＣＩフォーマット内のＴＰＣフィール
ドが、上位層で設定されたＰＵＣＣＨリソースの候補から１つのＰＵＣＣＨリソースｎ１

ＰＵＣＣＨを決定するために使われる。あるいは、関連Ｅ－ＰＤＣＣＨのＤＣＩフォーマ
ット内の所定フィールド（例えば専用フィールド）が、上位層で設定されたＰＵＣＣＨリ
ソースの候補から１つのＰＵＣＣＨリソースｎ１

ＰＵＣＣＨを決定するために使われる。
【０１５４】
　すなわち、ＰＣｅｌｌにおけるＰＤＣＣＨに対しては、最初のＣＣＥ（ＶＲＢ）インデ
クスからＰＵＣＣＨリソースを算出し、ＰＣｅｌｌにおけるＥ－ＰＤＣＣＨに対して、あ
るいはＳＣｅｌｌのＰＤＣＣＨあるいはＥ－ＰＤＣＣＨに対しては、ＲＲＣシグナリング
により準静的に設定された４つのＰＵＣＣＨリソースから動的に１つのＰＵＣＣＨリソー
スが指定される。
【０１５５】
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　ここで、ＳＣｅｌｌの所定のサブフレーム（例えばサブフレームｎ－４）内における関
連ＰＤＣＣＨによって示されるＰＤＳＣＨ送信に対してＲＲＣシグナリングで設定される
ＰＵＣＣＨリソース候補と、ＰＣｅｌｌにおける関連Ｅ－ＰＤＣＣＨの検出によって示さ
れるＰＤＳＣＨ送信に対してＲＲＣシグナリングで設定されるＰＵＣＣＨリソース候補と
は、同じＰＵＣＣＨリソース候補を用いることができる。言い換えると、これら両方のＰ
ＤＳＣＨ送信に対して、１つのＰＵＣＣＨリソース候補を設定することができる。
【０１５６】
　＜第４の組み合わせ＞
　端末１０２は、下記の（４－１）～（４－４）に示される方法で設定された２つ（２組
）のＰＵＣＣＨリソースを用いてチャネル選択を行う。基地局１０１は、下記の方法で設
定された２つ（２組）のＰＵＣＣＨリソースをモニタリングして、ＰＤＳＣＨ送信に対す
るＨＡＲＱ応答情報を抽出する。
　　（４－１）ＰＣｅｌｌの所定のサブフレーム（例えばサブフレームｎ－４）における
関連ＰＤＣＣＨの検出によって示されるＰＤＳＣＨ送信に対して、あるいはＰＣｅｌｌに
おける所定のサブフレーム（例えばサブフレームｎ－４）内のＳＰＳリリースを示すＰＤ
ＣＣＨあるいはＥ－ＰＤＣＣＨに対して、設定されるＰＵＣＣＨリソースはｎ１

ＰＵＣＣ

Ｈ＝ｎ１ｓｔ＋Ｎ１（＋ＮＤ）である。
　　（４－２）所定のサブフレーム（例えばサブフレームｎ－４）内に関連ＰＤＣＣＨあ
るいは関連Ｅ－ＰＤＣＣＨが無い場合のＰＣｅｌｌにおけるＰＤＳＣＨ送信に対して、設
定されるＰＵＣＣＨリソースは上位層により設定されたｎ１

ＰＵＣＣＨである。
　　（４－３）ＰＣｅｌｌにおける所定のサブフレーム（例えばサブフレームｎ－４）内
における関連Ｅ－ＰＤＣＣＨによって示されるＰＤＳＣＨ送信に対して、設定されるＰＵ
ＣＣＨリソースの候補ｎ１

ＰＵＣＣＨ，ＲＲＣが上位層により設定される。さらに、関連
ＰＤＣＣＨのＤＣＩフォーマット内の所定フィールド（例えばＴＰＣフィールドとは異な
る専用フィールド）が、上位層で設定されたＰＵＣＣＨリソースの候補から１つのＰＵＣ
ＣＨリソースｎ１

ＰＵＣＣＨを決定するために使われる。
　　（４－４）ＳＣｅｌｌの所定のサブフレーム（例えばサブフレームｎ－４）内におけ
る関連ＰＤＣＣＨによって示されるＰＤＳＣＨ送信に対して、設定されるＰＵＣＣＨリソ
ースの候補ｎ１

ＰＵＣＣＨ，ＲＲＣが上位層により設定される。さらに、関連Ｅ－ＰＤＣ
ＣＨのＤＣＩフォーマット内のＴＰＣフィールドが、上位層で設定されたＰＵＣＣＨリソ
ースの候補から１つのＰＵＣＣＨリソースｎ１

ＰＵＣＣＨを決定するために使われる。
【０１５７】
　すなわち、ＰＣｅｌｌにおけるＰＤＣＣＨに対しては、最初のＣＣＥ（ＶＲＢ）インデ
クスからＰＵＣＣＨリソースを算出し、ＰＣｅｌｌにおけるＥ－ＰＤＣＣＨに対して、あ
るいはＳＣｅｌｌのＰＤＣＣＨあるいはＥ－ＰＤＣＣＨに対しては、ＲＲＣシグナリング
により準静的に設定された４つのＰＵＣＣＨリソースから動的に１つのＰＵＣＣＨリソー
スが指定される。
【０１５８】
　ここで、ＳＣｅｌｌの所定のサブフレーム（例えばサブフレームｎ－４）内における関
連ＰＤＣＣＨによって示されるＰＤＳＣＨ送信に対してＲＲＣシグナリングで設定される
ＰＵＣＣＨリソース候補と、ＰＣｅｌｌにおける関連Ｅ－ＰＤＣＣＨの検出によって示さ
れるＰＤＳＣＨ送信に対してＲＲＣシグナリングで設定されるＰＵＣＣＨリソース候補と
は、個別のＰＵＣＣＨリソース候補を用いてもよい。言い換えると、これらのＰＤＳＣＨ
送信のそれぞれに対して、１つずつのＰＵＣＣＨリソース候補を設定してもよい。
【０１５９】
　以上のように、上記第１から第３の実施形態において説明した上りリンク制御チャネル
リソースを割り当てる様々な方法を組み合わせることにより、ＣＡ設定時にＥ－ＰＤＣＣ
Ｈを用いて下りリンクグラントを送受信する場合においても、効率的に上りリンク制御チ
ャネルを端末に割り当てることができる。そのため、効率的に上りリンク制御チャネルを
用いることが可能となる。
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【０１６０】
　なお、上記各実施形態では、１つのＰＤＣＣＨあるいはＥ－ＰＤＣＣＨに対して、１つ
のＰＵＣＣＨリソースを設定する場合について主に説明したが、これに限るものではない
。１つのＰＤＣＣＨあるいはＥ－ＰＤＣＣＨに対して、１組のＰＵＣＣＨリソース（複数
のＰＵＣＣＨリソースのセット）を設定するようにしてもよい。
【０１６１】
　なお、上記各実施形態では、ＣＡ時に２つのセルにＰＤＳＣＨが割り当てられた場合に
ついて説明したが、これに限るものではない。例えば、ＣＡ時に１つのセルにＰＤＳＣＨ
が割り当てられた場合は、そのＰＤＳＣＨに対するＰＵＣＣＨリソースと、もう１つのセ
ルに仮想的にＰＤＳＣＨが割り当てられた場合のＰＵＣＣＨリソースとを用いてチャネル
選択を行う。この場合、実際に送信されたＰＤＳＣＨに対するＰＵＣＣＨリソースが選択
されるように、ＨＡＲＱ応答情報とＰＵＣＣＨリソースの関係を設定しておけばよい。あ
るいは、基地局が端末に対してチャネル選択を行わない（所定のＰＵＣＣＨリソース（チ
ャネル選択に用いるＰＵＣＣＨリソースとは別のＰＵＣＣＨリソース）を用いて複数セル
のＰＤＳＣＨに対するＨＡＲＱ応答情報を送信する）ように設定する場合、実際に送信さ
れたＰＤＳＣＨに対するＰＵＣＣＨリソースを用いてＨＡＲＱ応答情報を報告することが
できる。すなわち、基地局が端末に対してチャネル選択を行うように設定する場合は、端
末は上記各実施形態で説明したようなＰＵＣＣＨリソースの設定方法を用い、基地局が端
末に対してチャネル選択を行わないように設定する場合は、端末は所定のＰＵＣＣＨリソ
ース（チャネル選択に用いるＰＵＣＣＨリソースとは別のＰＵＣＣＨリソース）を用いて
複数セルのＰＤＳＣＨに対するＨＡＲＱ応答情報を送信することができる。
【０１６２】
　なお、上記各実施形態では、データチャネル、制御チャネル、ＰＤＳＣＨ、ＰＤＣＣＨ
および参照信号のマッピング単位としてリソースエレメントやリソースブロックを用い、
時間方向の送信単位としてサブフレームや無線フレームを用いて説明したが、これに限る
ものではない。任意の周波数と時間で構成される領域および時間単位をこれらに代えて用
いても、同様の効果を得ることができる。また、ＰＤＳＣＨに関連するＰＤＣＣＨ（関連
ＰＤＣＣＨ）あるいはＰＤＳＣＨに関連するＥ－ＰＤＣＣＨ（関連Ｅ－ＰＤＣＣＨ）は、
同一のサブフレーム内でＰＤＳＣＨの割り当てを示すＰＤＣＣＨあるいはＥ－ＰＤＣＣＨ
であってもよい。逆に、ＰＤＣＣＨあるいはＥ－ＰＤＣＣＨに関連するＰＤＳＣＨは、同
一のサブフレーム内でＰＤＣＣＨあるいはＥ－ＰＤＣＣＨにより割り当てを示されたＰＤ
ＳＣＨであってもよい。
【０１６３】
　また、上記各実施形態では、ＰＤＳＣＨ領域に配置される拡張された物理下りリンク制
御チャネル１０３をＥ－ＰＤＣＣＨと呼称し、従来の物理下りリンク制御チャネル（ＰＤ
ＣＣＨ）との区別を明確にして説明したが、これに限るものではない。両方をＰＤＣＣＨ
と称する場合であっても、ＰＤＳＣＨ領域に配置される拡張された物理下りリンク制御チ
ャネルとＰＤＣＣＨ領域に配置される従来の物理下りリンク制御チャネルとで異なる動作
をすれば、Ｅ－ＰＤＣＣＨとＰＤＣＣＨとを区別する上記各実施形態と実質的に同じであ
る。
【０１６４】
　本発明に関わる基地局および端末で動作するプログラムは、本発明に関わる上記実施形
態の機能を実現するように、ＣＰＵ等を制御するプログラム（コンピュータを機能させる
プログラム）である。そして、これら装置で取り扱われる情報は、その処理時に一時的に
ＲＡＭに蓄積され、その後、各種ＲＯＭやＨＤＤに格納され、必要に応じてＣＰＵによっ
て読み出し、修正・書き込みが行なわれる。プログラムを格納する記録媒体としては、半
導体媒体（例えば、ＲＯＭ、不揮発性メモリカード等）、光記録媒体（例えば、ＤＶＤ、
ＭＯ、ＭＤ、ＣＤ、ＢＤ等）、磁気記録媒体（例えば、磁気テープ、フレキシブルディス
ク等）等のいずれであってもよい。また、ロードしたプログラムを実行することにより、
上述した実施形態の機能が実現されるだけでなく、そのプログラムの指示に基づき、オペ
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レーティングシステムあるいは他のアプリケーションプログラム等と共同して処理するこ
とにより、本発明の機能が実現される場合もある。
【０１６５】
　また市場に流通させる場合には、可搬型の記録媒体にプログラムを格納して流通させた
り、インターネット等のネットワークを介して接続されたサーバコンピュータに転送した
りすることができる。この場合、サーバコンピュータの記憶装置も本発明に含まれる。ま
た、上述した実施形態における基地局および端末の一部、または全部を典型的には集積回
路であるＬＳＩとして実現してもよい。基地局および端末の各機能ブロックは個別にチッ
プ化してもよいし、一部、または全部を集積してチップ化してもよい。また、集積回路化
の手法はＬＳＩに限らず専用回路、または汎用プロセッサで実現しても良い。また、半導
体技術の進歩によりＬＳＩに代替する集積回路化の技術が出現した場合、当該技術による
集積回路を用いることも可能である。
【０１６６】
　以上、この発明の実施形態に関して図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこ
の実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含
まれる。また、本発明は、請求項に示した範囲で種々の変更が可能であり、異なる実施形
態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて得られる実施形態についても本発
明の技術的範囲に含まれる。また、上記各実施形態に記載された要素であり、同様の効果
を奏する要素同士を置換した構成も含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０１６７】
　本発明は、無線基地局装置や無線端末装置や無線通信システムや無線通信方法に用いて
好適である。
【符号の説明】
【０１６８】
１０１　基地局
１０２　端末
１０３－１　物理下りリンク制御チャネルおよび／または拡張された物理下りリンク制御
チャネル
１０３－１　拡張された物理下りリンク制御チャネル
１０４－１、１０４－２　下りリンク送信データ
１０５　物理上りリンク制御チャネル
４０１　コードワード生成部
４０２　下りリンクサブフレーム生成部
４０３　物理下りリンク制御チャネル生成部
４０４　ＯＦＤＭ信号送信部
４０５、５１１　送信アンテナ
４０６、５０１　受信アンテナ
４０７　ＳＣ－ＦＤＭＡ信号受信部
４０８　上りリンクサブフレーム処理部
４０９　物理上りリンク制御チャネル抽出部
４１０、５０６　上位層
５０２　ＯＦＤＭ信号受信部
５０３　下りリンクサブフレーム処理部
５０４　物理下りリンク制御チャネル抽出部
５０５　コードワード抽出部
５０７　応答情報生成部
５０８　上りリンクサブフレーム生成部
５０９　物理上りリンク制御チャネル生成部
５１０　ＳＣ－ＦＤＭＡ信号送信部
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２９０１　基地局
２９０２　端末
２９０３　物理下りリンク制御チャネル
２９０４　下りリンク送信データ
２９０５　物理上りリンク制御チャネル
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】



(46) JP 5927661 B2 2016.6.1
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